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英

國

歷

史

學

派

( :

.於

け

ろ

方

法

論

の

發

達

濱

恒

一
.
..

近
時
屢
々
そ
の
頭
上
k
浴
せ
ら
る
、
冷
P
Iに
も
拘
ら
ず
、
ス
ミ
ス
，ょ
ぅ
ヶ
ァ
ン
ス
に
到
る
所
訃
正
統
學
4

な
る
一 

I

の
經
濟
思
想
は
、
實
に
を
の
時
代
に
對
し
て
、
赫
々
た
る
光
輝
ビ
*
威
■

有
せ
る
も
の
で
あ
っ
す
r
も

自
 

i

易
論」

を
糧
す
る
古
典
學
派
の
理
論
は
"
を
の「

世
界
主
義」

に
も
拘
ら
ず
、
寧

ろ「

國
民
的」

で
あ
っ
た
。
 

て
れ
は
英
國
靡
の
必
然
的
I

論
的
產
物
で
あ
っ
た
。
世
界
市
場
に
於
け
る
獨
占
的
德
を
霞
せ
る
英
國
は
. 

|
何
な
：る
競

爭

者̂
對
し
て
も
、
を
の
勝
利
を
输
保
す
る
爲
め
の
人
爲
的
立
法
的
手
段
を
も
必
要
>£
し
な
か
っ
た
、
 

低
づ
て
英
_
讓
は
何
等
か
の
關
税
障
壁
■を
是
認
す
る
爲
め
に
、
英
國
の
特
殊
事
情
を
持
出
す
必
要
が
な
か
っ

5

洽
っ
て
會
時
.の
英
國
經
濟
學
者
達
は
彼
等
の
注
意
を
、卜
英
國
資
本
主
義
.の
特
異
性
に
向
け
る
必
要
を
見
な
か
つ

'

 

- 
.

.

.

.

 

,

 

.

了
然
る
こ
ド
ィ
ッ
島
國
k

比
す
れ
I

醫

で

あ

〜

大
體
S

いて農樂新興のドィッ產業
 

优
中
そ
.の
2

業
は
、
養

の

競

霍

依

っ

て

惱

寒

れ

た

。
か
く
て
ド
ィ
ッ
の
ブV

ジ
ョ
ァ
ジ
1

2

?

は
ド

y

の
發
辰
の
特
性
及
獨
立
性
■

意
|

ひ
、
I

故
^
^

:
■

:§

十

六

卷

：

(

七㈣

九)

ン
英
國
歷
史
I

に
：於
け
る
方
法
論
S

達 

1

.養



贫
ご
十
暮

(

七
含〕

英
崖
：康
淤
に
於
け
る
方
法

_
の
發
;̂
要
號
：

五
四 

で
あ
っ
た
。

:か
く
て
保
護
關
桃
邀
動
を
通
じ

V
:

ド
イ
ッ
：は

*
史
學
派
の
搖
傲

?

な
：っ
：
.た
.、妹
1)

0

.'

S10 

:
'
プ
ハ—

リ
ン
▲
翁

'也
沽
考
の

.經
濟
學
j

n

.

「
l

寒
. 」
.

の
暴
は
、
■や
が
て
英

w

f
訪
れ
た
。
對

«
戰
霄
次
ぐ
一
八

j.

五
：年
よ
.今
一
八
三 

〇
弁
に

f

十
S

間
は
非
常

f

社
S

困
_

§

代
で
あ
っ
た
。
贸
易
は
不

£

で
あ
べ
_

沈
衰
は
遂
こ

小
農
I

滅
せ
し
翁
？ 

I

塵
は
一
段

V

激
化
し

.た
'。
英
國
觸
義
派
の
微
光

f

の
f

認
め
ら
れ
得
る
。

一
ノ 
ニ
ー 
イ
シ
ン

*

ク
レ
イ
ク
は

R
e
n
l

ク

§
 pclftfcal Economy. 

•を：著
は

y

:歷
史
.の
證
左
ド
訴
へ
て
、
勞 

商
及

S

か
反
f

 

_化
せ

f

ベ
か
妾

v

做
す
の
ゾ
：力
冗
：ド
才
證
反
對
し
ョ
ン
ン
ゲ
ッ
ク
は

r

八
一
一
五 

,ド

I

一
益
oマ
ンa

l
a
l

 

w
e
a
t
,

 

k於y

て
ソ
カ
ア
ド
：オ
が
ー
時

.的

.具g

的
め
事
物
を

^
過
せ
る
を
非
*
し

”

け
れ
f

、
菌

I

義
命
の

I

，
為

な

I

I

額
'
勞
働

2

f
 

#

»敗
家
命
の
防
輯
、
イ
ン
フ
：レ
，
シ

y
ン
防
北
、
戦
後

R
於
f

外
翼
替
謂
の
营
速
な
る
菱

、
' 

等
の
有
利

I

露
件
に
よ
っ

V
、

こ

菜

f

 

l
け
、
却
っ
て
蕾
は
未
寒
の
繁
榮
時
代
戈
ら
会

;

 ̂

I

っ
す
ね
し
乍
ら
他
泛
於
い
て

政

®

の
節
約
は
失
業
を

•顔

し

、
所

得

税

の

廢

止

は

、

間
霞

の

找

讯

こ

 

依
っ
て
贫
窮
階
級

I

く
置
し
、

I

?

維
持
は
、
勞

I

s

す
る
彈

f

一
ノ
ー
5
/

ノ
よ
々1

八

デ

に

至

る

11

叶
即
間
ば
、
永
い
一
聯
の
改
革
時

代

で

あ

っ

た

。

改
难
は
一

一
方
W
よ
 々

y
i
l
i

c—
sf
 
2S

產

S

そ
れ
で
I

。
彼
等
の
希
求
す
る
理
想
はV

ン
r

流
の
最
大
多
數
の 

i
d

は
 

I

放
f

よ
り
て
の
み
得
達
し
得
ら
れ
る
も
の
.ど
考
へ
ら
れ
た
。
加
之
、
己
の
S

運 

f
 
Is

、
塗

.
I

機
が
あ
っ
た
。
處

放

任

：派
の
信
條
化
從
ス
ぼ
'

■
ば
.一
定
の
國
民u

!

定Q

能
力
を

與
へ

給
ふ

た

も

の

で

t

が
故
に
、
人
爲
の
制
規
に
依
つ
て
、
財
の
交
曼
は
各
人
の
機
會Q
利
用
を
左
右
せ
ん
ビ 

試
み
る
べ
き
I

 

s
.°
s

f

歲
す
べ
き
氣
候
を
佛
德
S

與
へ
、
綿
絲
を
生
康
す
べ
き
氣
候
ヒ
熟
練
を
英
蘭 

£

.

へ
2

は
全
能
者
の
意
惩
で
|

。
然
£

關
？

5

6

け
て
、
人
類
の
友
愛
'こ
世
界
の
平
和
を
生
ひ
べ

裏

|

阻
げ
ん
ビ
す
る
は
寶
神
意
へ
の
背
反
で
あ
S

ぃ
ふ
S

ニ
、

か
く
て
英
I

業
ブ
グ
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
の 

意
志
は
帅
の
意
见
ど
考
へ
ら
れ
た
。
仑
は「

全
能
漭」

ど
な
0
た
。

t

，土
 

H
. 

c
.  

A
.  

K
l
e

s
.

T
h

e

 

I
n

d
l
a

l

 

a
n
d

 

c
c

l
r

c
i
a

l

 

R
e
v
o

lu
tio

n

 

in

 
f

t 

.B
rita

in

 

t
n

g

 

th
e

 

N
in

e
te

e
n
th

 
C

3

I
 

1
9
2
2
.  

p
.  

1
2
7
.

ベv

サ
-
ム
派
の
活
動
は
、
ぬ
出
契
約
5m

⑴
贸
I

途
上
化
榄
る
幾
多
の
法
律
の
廢
止
ど
な
つ
た
。
植
民
の
は 

凼
は
を
の
ー
で
あ
ぅ
、

ー
 
<

三
四
苹
に
於
け
る
救
贫
法
の
改
正
は
顯
著
な
る
他
の
一
：例
で
あ
a
.
之
に
依
つ
て
勞 

^

n
^
o

 

I

八
五

0

楚
於
け
ろ

f

制
.队

汰

.の

修

正

は

 >

 

ぐ
f

ど

の

最
後
の
述
帶
を
斷
つ
だ
。
か
く
し
て
產
業
尚
凼
へ
の
法
的
障
碍
は
除
丧
さ
れ
な
s
g

。
：

t i
l

三

：K
n
o

w
le

s
,ib

id

 

.
p

'
1
.2

9
,:

か
く
の
如
き
■

主

馨

論

立

す

t

の
は
、
シ
ャ
7
ッ
.
.
7 

!
を

墓

S
す
る
ト
ー
ゾ
I
改
論
者
の
一
, 

で
あ
つ
た
0
彼
等
の
活
動
は
一
八
三
H
萍

に

於

け

る

最

初

の

有

效

な

る

工

場

法

で

あ

つ

た

,

•'
°

之
に
依
つ
て
四
人
の
監 

督
官
を
設
け
た
置
正
に
■
時
代
的
で
あ
る
。
最
初
は
法
霊
反
を
防
ぐ
爲
め
の
、

マ
蹇
業
へ
の
I

支

亂

急 

i

し
た
に
■

な
か
.つ
た
が
、.
.漸
時
に
.を
の

鶴

を

1

1

^
.
遂
に
合
衆
■

兄
於
け
る
全
エ
場
及
全
職
場
の 

そ
し
て
程
窗
差
I

あ
れ
、.
全
讓
の
勞
働
狀
？

规
制
し
气
然
も
，
S

51
L
霞
み
な
ら
ず
、
成
f

女
に

:

ま

:!
:
'
.
ハ

卷

(

七
五
ー〕

英
國
|

4
派
に
於
け
る
3

論
S

達 

I
號

3I
-五
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英
國
歷
翁
派
に
於
.け
る
方
椒
論
め
：發
達 

_

號
' 

$
、

,

し
て
、

之
を
行
っ
た
。

シ
ャ
フ
へ
ツ
ベ
：f

派
：の
努
力
は
.I

八
一
.一
一1

年
k

於
：い> 
て
、':
機
業
、
冶

金

及

霧

業

：こ
於
け

る
訊
物
賃
飯
®
の
禁
止
令
を
取
得
し
た
。
，か
く
の
如
会
は
、
英
國
民
の
深
く
愛
惜
す
る
自
®

着

i

s

契
約V

の 

理
想
の
放
棄
.で
あ
つ
たC

黯

)

。
パ;'
-
，

ン'

'

註

四
 

K
a
o
w
l
e
s
-
i
b
i
d
.

 

P
'
126

.

t

火
國
歷
史
派
の
著
名
な
る
先
翩
者
リ
チ
ャ

I

ド
‘

ジ
ョ
_

シ

ズ

の

A
n

 

E
s
s
a
r

 

s

 

t
h
e

 

D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
§

 

o
f

 

W
e
a
l
t
h

 

はM

の
同
じ1

八

三一

年
に
出
版
せ
ら
れ
た
。
ミ
ル
の

O
n

 

t
h
e

 

d
e

c
i

o
n

 

o
f

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c

o
n

o
m

y

も
こ
の
年
で 

あ
つ
た
。
ジ
ョ
ン
‘

レ
：I

の 

S
t
a
t
e
m
e
n
t

 

o
f

 .

s

i

 N
e

w

 

P
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 

o
n

 

t
h
e

 

S
u
b
j
e
c
t
s

 

o
f

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c

o
n

o
m

y

 

ま 

I

八
H

四
年
で
ぁ0

た
。
此
等
の
諸
著
はv

レ
ィV

 

歷
史
的
歸
納
的
傾

1

八
五
〇
年
ょ
{

七
三
年
ま
で
は
好
況
時
代
で
あ
つ
た
：。
-.

ミ
の
間
^

在
っ
：て
は
、
バ

ジ

ョ

ッ

ト

の

i

 

家

I

が
、
乙
の
好
況
時
代
の
最
後
の
年
た
る一
八
七
ニ
年
忘

E

か
れ
て
■

ド
過
ぎ
な
い
。

一
八
七
-
一
一
々
ょ
6
二
八
八
六
年
迄
は
非
帝
f

不
況
で
ぁ
っ
た
。
鐵
道
及
蒸
汽
船
の
爲
め
：k

小

實
肉
類
の
輸
入 

ヵ
容

f

な
れ
る
事
；̂
依

る

雞

不

況

、

ベ
ッ

セ

了

法
に
侬
る
製
鐡
工
業
の
變
し

に

因

く

議

業

の

不

況

、

蒸
 

f

船
ど
#

走
船
v

s

t /
c

ス
エ
ス
述
河
及
鐡
道
^

依
っ
て
ロ
ン
ド
ン
乂
は
リ
•ゥ
ア
ブ
ー
ル
を
通
過
す
る
世
界
海
運 

業
の
獨
占
が
破
ら
れ
た
る
事
.等
に
f

海

画

の

不

況

、
加
ふ
る
.
に
新
興
ド
ィ
ツ
の
競
爭
は
大
英
國
の
逾
出
人(

海 

運
業
を
除
く)

を
次
表
の
如
く
な
ら
し
め
た
。 

： 
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t
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®
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A
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I
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1
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S
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茭0 

,

英
.國
歴
史
學
派
は
こ
の
非
常
な
.
る
.不
況
時
代
に
於
い
て
顯
然
仑
の
姿
? :

5:
は
し
た 

'
ィ
ン
ク
ラ
ム
の
演
說T

h
r

p
r
e
s
s

 

P
o
s
i
t
i
o
n

 

a
n
d

 

P
r
o
s
p
e
c
t
s

 

o
f P

o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n

o
m
y

 

は1

八

七
-/
\

|

爲
|

た
0
ク
リ
ッ
フ
•

レ
ス
？

の 

E
s
s
a
y
s

 

i
n

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

a
p
d

 

M
o
r
a
L

 

P

I

S

I

 
は

一

八
七
九
年
5
 

ジ
ま
ト
の
 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

S
t
u
d
i
e
s

 

は

一 

\

\

つ
年
こ
ト
ィ
ン
ビー

の

H

h
e I

n
d
u
s
t
r
i
a
l

 

R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

o
f

 

t
h
e

 

e
i
g
h
t
e
e
n
t
i
i

 

c
e
n
t
u
r
y

 

i
a

 

E
n
g
l
a
n
d

 

は1

八

.

.

.

..

し
';
-

.

——

.

.

.

.

-

\

C

T 年こ
：：

q

«

さ

れ

セ

。

 

,r.'
 

■
- 

"
■

.
-

以
上
?:

總
括
す
る
：に
パ
斯
學
派
の
■

な
る
，文
献
の
.殆
ん
C

部
が
不
況
時
代
の
產
物
で
ぁ
る
o

,
唯
一
の
例
外
た 

る
イ
ジ
' 

a
ク

ト

の

p
h
y
s
i
c
s
'

 a
n
d

 

P
o
l
i
t
i
c
s

さ
へ
' (

本
# -

は
政
治
學
書
.で
1 -
-
濟
#
で
は
な
V

)

好
^
の
最
後
の
年
で 

.
あ
る
。
.
此
：の
如
き
事
實
は
癯
&

演
繹
的
抽
象
的
經
濟
學
の
：實
踐
的
無
力
を
以

推
測
を
卞
さ
し
ひ
る
^

一
 

應
充
分
で

あ

る

。

乙
の
點
ド
ィ
ッ
歷
史
學
派
の
を
れ
ビ
輸
を
同
じ
ぅ
す
る
け
れ
ど
も
初 

期
の
：英
國
歷
也
學
派
ば
保
護
貿
易
論
を
主
張
し
な
か
っ
た
へ
：
彼
等
は
依
然
た
る
自
由
寶
論
者
で
あ
っ
れ
。
故
に
等 

.
し
ぐ
經
濟
S

際
S

因
す
'る
ビ
ば
云
-

、： .

英
國
歷
史
學
派
？

名

ド

ィ

ッ

：脎
史
専
派
.
？

れ
：の
如
く
、
對
外
問 

題
^

る

ょ

も
'寧
ろ
對
內
問
題
で
あ
っ
た
，
そ
し
て
後
述
t

る
如
く
、

ぞ
の
中
心
は
勞
働
問
題
で
あ
っ
た

'

里

：十

六

卷c

七
§

〕

-.
'
英

國

歷

史

學

砮

;

第五號土七
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汸
二
十
六
卷C

七
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英
爆
泰
淤
に
■於
け
る
方
法
論
'̂
發
：達
. 

號

c
.
\ 

し
次
代
、
姐
想
的
背
景
を
4
瞥
す
れ
ば
少
ぐ
ご
も
、
ミ
々
を
■通
じ
.て
來
れ
る：：コ

ン
ト
の
影
響
、
-'v

リ
ー
•
メ
イ
ン
を

中
心
I

る
法
學
の
影
響
、'
ド
イ
ッ
觸
史
S

S

響
、
：力
丨
ラ
i

、
ー
フ
ス
キ
：シ
等
の
人
道
主
義
I

學
の
影
響 

の
四
つ
?:
擧
げ
る
事
が
：出

來

气
,

:

狹
義
彳
於
け
る
論
珊
學
の
範
岡
內
で
ば
：、
ミ
ル
自
ら
の
言
ふ
如
く
、

コ
.ン
ト
が
彼
に
與
ベ
た
も
の
は
逆
演
繹
法
に

蓋
し
大
な
る
も
の
で
あ
る
，？

言
ば
ね
ば
：な

ら

ぬ

。
先
づ
.經

濟

學

?:
以
て
社
會
喊
學
の
ー

：：

分

科
ど

考

く

，
る

事

を

學

ん

た

。

サ

ン
•
シ
モ
シ
：
の
秘
書
た
6
し
rコ
イ
卜
が
一
一
十
年
の
心
血
を
注
げ
る

「

實
_

學」

'
は
一
八
三
九
年
か
ら
四
〇
年
に

百一

つ
て
け
版
3
れ
/2
叙
は
?
粤
の
分
»

^
错
つ
て
、
經
濟
現
象
を
以
て
、
他
の
社
#
的
^
實
ど
交
錯
す
る
こ
ど
極

め
て
大
？
あ
つ
て
、
之
に
關
し
て
別
個
の
科
學
を
作
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
ど
認
め
' 

以
て
總
括
的
.社
#

科

學

即

ち

S

學
を
劍
設
せ
ん
£

た
。
輝
濟
學
は
慕

' 
载

、
'物

議

> 

(

化

響

生
物
學
|

ん
で
そ
の

一

部

慕
い

の

で

あ
f

。
BI
ょ
？

、、\

は
經
濟
學
を
不
可
能
で
|

V

は
考
べ
な
か
つ
た
。「

各
種
の
» ：
富

雲

は

、

ハ
ノ
つ
K

&
に
は
.
各
^
種
の
屈
活
^
主
ビ
し
.て
侬
存
す
5
も
の
で
あ
0
。
從
つ
て
そ
れ
條
の
事
實
は
、
別
々
^.
硏
究

3
れ
る
事
が
有
利
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
f

あ
ら
ね
ば
s

g
 

.例
へ
ば
.祉

會

證

S

大
S

I1

種
£

て
、

窗
の
«

¥

通
じ
て
作
用
す
る
爵
が
、
主
ビ
しV

直
接
的
原
因
た
る
も
の
が
あ
る
。
乙
れ
^
电
ど
し
て
關
聯
あ
る

心
卵
的
法
則
は
、
少
S

利
得
ょ
6
莫

.

f
利
S

好

苦

5

の
周
知
S

則
で
あ
<—

く
S

濟
S

る
名
稱
を
受
く
る一

科
學
が
S

营

べ

.

4
あ
る」

が

、
併
し
、
社
會
現
象
の
普
遍
的
關
聯
は
、
を
の
如
何
な
る 

立
"
分

を

も

^

の
达
の
ょ
6

*
立
.の
も
_
:の>
し
稱
す
る
を
#

な
ぃv

j

のn

ン
ト
の
見
解
は
承
認
さ
れ
た
。「

社
#
活
動
の

如
何
.な
る
部
分
^

發
生
ず
る
辦
柄
で
も
、
她
く
社
會
瑰
象
の
普
遍
的
ー
致
に
依
っ
て
、
必
ず
他
の
ル
ゆ
る
部
分
に
影 

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
-V、

又
一
の
社
#
.

に
於
け
る
文
明
及
祉
會
的
進
步
の1

般
狀
勢
，は
、
部
分
的
現
象
に
至
大
の 

勢
カ
を
^

す
5

も
の
で
，あ
る」

.VJ  (

誰
5/
;)

.

.

.離
五 

§
!,syst§

 o
f

.!-1
。

?*
‘

 

P，

500
00
'

又
、
ミ
ル
は
社
會
の
靜
態
ビ
動
態
^
の
雨
者
を
取
慠
ふ
コX

ト
社
會
學
‘
R
關
ず
る
思
想
に
打
た
れ
た
。n 

T

は 

「

實
，證
哲
學」

第
四
卷
に
於s

て
、
a

#
學
的
方
法
^
述
ぶ
る
^
當
々
、
社
俞
靜
學
ど
社
#
動
學
ど
を
區
別
し
た
。
前 

者
は
社
會
的
共
在
の
法
則
.を
取
扱
ふ
も
の
で
あ
6
、
後
者
は
社
會
的
發
達
の
法
則
を
硏
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
會 

動
學
に
對
しV

適
常
な
る
は
、
比
較
の
方
法
で
あ
つ
て
、
惟
り
歷
史
の
助
け
^
依
つ
て
の
み
遂
行
^
れ
得
る
も
の
で 

あ
る
。
社
會
的
硏
究
は
人
類
ヵ
に
在
っ
て
最
度
な
る
も
の
、
、
現
今
に
至
る
迄
の
普
遍
的
發
達
の
健
全
な
る
分
析
に 

踉
礎
を
有
せ
ね
ば
.な
らg

ど
S
六
ぃ
。

、
、
、

V

も
亦
之
に
倣
っ
て
、
經
濟
動
學
及
經
濟
靜
.學
な
る
も
の
、
區
別
を
行
つ
た
0 

併
し
ミ
V

K
於
け
る
靜
學
及
動
學
な
る
槪
念
.は
' :

コ
シ
ト
の
如
ぐ
、
共
在V

發
達
と
の
法
則
?:
意
味
せ
ず
しV

、「

平 

衡
の
迦
論
ど
運
動
の
现
論
ビ
を
意
味
ず
る
の
で
あ
る
事
を
注
«
せ
ね
ば
次
ら
ぬ
。
或
ば
.！
八
四
四
ギ
四
月
三
日
附
コ 

ゾ
ト
宛
書
前
：に
於
い
て
ミ
ル
は
言
ふ「

余
は
^

*
の
'.
.
一
 
般
的
法
則
ビ
、
分
配
及
交
換
の
原
理
ビ
を
分
離
せ
し
む
る
^
、
 

特

R
力
を
入
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
前
者
は
總
て
の
讓
社
會
比
必
ず
共
：通
な
も
.の
^
あ
る
に
酶
し
、
後
者
は
必
然
^
特 

定

0.
«
僉
狀
態
釔
前
擗
ビ
し
、
然
も
こ
の
社
會
狀
態
が
無
限
^
繼
續
す
べ
し
^
も
、
將
又
、
»
績
し
得
べ
し
ヒ
も
考

へ.
.な
い
も
の
，で
.あ
6
_

|

(£
'ゝ

亦
、
ィ
ン
グ
ラ
ム
へ
の
コV

ト
の
影
響
は
後
述
す
る
如
く
殊
に
大
で
あ
る
。

.

 

,

■

 

•

.

、

註

六

‘：

：
'
高

樯

誠

一

郎

『

絆

濟

朌

論

』

序

編

、

锘

五

艽

六

货

。
:

;

第

二

十

：六

卷

：

(

七

宄

.五

〕

.

英

礙

歷

史

_

#
に
於
：け

る

方

法

論

の

發

達

ぐ

 

第

五

號

'
 

五
九



い
：
第
二
十
六
卷(

七
五
六)

英
國
歷
史
學
派
に
故
け
る
方
法
論「

の
發
達 

第

五

號

A
〇

へ

シ

タ

ー•メ

イ

：
ン
，
の

影

響

は

.

\
ジ
ョ
ー
ッ
.ト

：
のPh

y
s
i
c
s
、a

n
d

 

p
o
l
i
t
i
c
s
.

R

明
ら
か
な
る
ベ
く
、
人
道
主
義
的
色
調

は
ト
イV
ビ
ー
の
裡
に
.顧
然
た
る
べ
.く

、
ド
イ
ツ
'歷
：史

學

派

の

影

響
^
-至
ぅ
て
は
、
殊
R
レ
.ス
リ
I
及
イ
ン
グ
ラ
ム

'
'
.
:
*
:

 

V

古
典
學
派
^
於

け

る

方

法

論

的

動

搖

は

、

リ
ー
力

'ア

ド

オ1

派
^
對

す

る

マ̂
サ

.ス
の

言

葉

の

中

バ

見

批

さ

れ

る

。

マ

,
サ
.
ス
'は
.「

經
濟
原
論」

.の
序
K

於
い：

て
.次
，の
.如
く
に
言
^

「

經
濟
學
^

於
'い
^

、
，單
獨
化
の
願
望
は
、
#
双
的 

結
果
の
發
生
k

、：
一

個
以
上
0

多
數
の
：原
因
が
作
用
す
る
*

5:
:
認
^

る
事
5:

、
好
« ;

な
い
樣
^

至
ら
し
.め
た
。
若
し 

1

原
因
が
、
*

一 

.猶
の
現
象
の
湖
當
な
部
分
を
說
明
す
る
^

足
る
場
合
^

は
、
直
ち
^

そ
办
全
部
を
之
^

歸
し
、
か 

.
\

る
解
決
を
許
さ
ゾ
る
べ
き
諸
事
實
に
は
充
分
な
る
注
意
を
拂
は
ず
、
.!
|

乂
、

->
;」

の
¥
純
化
し
槪
括
せ
ん
ビ
す
る 

.
傾
向
ば
、
何
等
か
の
命
題
に
對
し
て
，、
修
正
：制
限
及
例
外
を
許
容
.す
る
を
好
ま
ざ
る
風
を
生
み
、
か
く
し
て「

早
急 

な
る
概
括
の
傾
向
は
一1

三
の
主
要
な
.る

經

濟

學

，
者

.k

於
S

 V

、
何
等
か
の
®!
論
を
事
實
に
照
合
す
る
を
好
吱
ざ
る
風 

を
生
ぜ
し
め
/2
,

」

ど
。
又
言

ふ「

フ
T
I 
ロソフイの第

.

.一
任
務
は
事
實
を
あ
る
が
v̂k

說
明
す
る
事
で
あ
る」

气 

又
言
ふ「

個
々
の
事
實
を
«

重
祖
す
る
事
^

於
い
て
.は
.、
佘
は
最
も
人
後
^

立
.
つ
者
で
あ
る」

V」

o

か
く
て
被
の「

經 

濟
原
論」

'
の

「

特
有
な
る
目
的
：
s

 a

は
屢
々
事
實
R

訴
へ
、
又
餘
殊
的
魂
象
の
發
生
^

於
：い
て
起
る
一
切
の
諸
原 

因
^

就
さ
：て
、
可
及
的
廣
汎
な
る
觀
察
を
行
ふ
事
^

依
み
て
、
實
地
應
用
の
爲
め
^
、
經
濟
學
の
一
般
原
則
を
作
ち 

む
ど
す
る
^

在
る
'

」
(

&.
!
-
:七〕

。

，

跳

七 

T
,  

R
.  

M
a

'th
u

s
.p

rin
d

p
le

s

 

of F
o

l.  

E
s

n
,  

&

..

.

.
轉
じ
ゼ
‘

の
：
.-

1
人
.ロ
論
，

」

.
：を
見
る
に
、
：時
亂
的
：及
地
域
的
ド

れ
だ
る
を
み
る
。
乙
の
事
實
に
照
合
す
る
；の
傾
向
'は
、
第
一
ー
版
以
後
益
>

顯

著

？
な?

 
f

。

け

れ

ざ

!

の
蒐 

»
さ
れ
た
る
事
實
は
.、
侬
つ
て
以
て
人
n >
原
现
を
杣
出
し
來
.る
可
き
素
材
ミ
し
v

^

sく
、
寧
ろ
.却
つ
'て
旣
K
樹

立
. 

3
れ
^
る
入
^
原
理
|の
說
_

乃

至

檢

證

た
る
^

過
ぎ
：な
い
o

3
れ
ば
ィ
シ
：
グ
ラ
：
ム

め

言

ふ

如

く
「

歴
史
的
硏
究
：は
總 

r
vマ
ル
f
ス
の
後
®
案
で
あ
る
..
J
f
i
.
6
.

け
..れV

も
、
然
も
.乙
.：の
事
實.的
硏
究
が
リ
^
ァ

ォ
的
硏
究
仅
、
顯

然
T2
る

對
立
を
.な
せ
备
は
：疑

:a

な
：い

,:
'
°
,

.

'て

■.
•

上 

L 

Jf.  

K
.  

Irp
-

ra
m

-
H

is
to

ry

 

o
f  

F
o

u
tic

a
l  

E
c
o

n
o

m
y  

p
.  

1
1
4
.

第
卜
九
此
紀
の
進
行
>

」

共
に
、
.英
國
資
本
主
義
は
急
速
な
る
發
達
.を
遂
げ
た
。
之
に
隨
伴
せ
る
諸
弊
害
の
發
生
^

E

糸
積
、
自
ぬ
競
#

R

依
：る
自
由
競
爭
の
否
定
等
は
、
古
典
的
經
濟
理
論
の
非
現
實
性
?:

增
大
し
、

一
般
化
せ
，し
め
た
。

i

を
一
弋
：fc
風
靡
せ
，る
科
學
思
想
が
根
本
的
動
搖
R

當
面
せ
る
時
，は
、
方
法
論
的
論
義
：が
生
ず
る
?:

常

w

す
る
。
 

之
を
守
ら
ん
^

す
る
者
も
ノ
覆
さ
ん
ズ
す
る
者
も
’

共
に
方
法
論
の
陣
地
^

據
つ
ボ
ば
そ
の
为
文
致
^

ん
ぜ
す
る
。

ミ
/-
、
■ケ
ァ
シ
ズ
、
：：及
び
バ
ジ
ョ
：ッ
ト
は
守
ら
ん
セ
ず
る
：

一
.

團
0

A
々
で
：あ

つ

た.;
0

:

.古
典
經
濟
學
の
方
法
論
的
防
衞
は
、
.
1
1づ
の

傾

向
.?
:
取
0
た
。
；
|

.

运

 

9
て

：、
，

理
論
現
實
ビ
の
：矛
盾
を
囘
避
せ
.ん
ミ
す
る
も
の
：で
あ
々
、
^

;e
j
は
、
^
^

を
の
：理
論
の
妥
當
.の
：範

馨

、制
限
し
て
之
を
推
持
せ
''
4

暴

る

の
.
谨

麓

。
.
參

及

び

；

グ
：

K

 X

痕

前

者

篤

し

、

V
:

ジ
ョ
：ッ
ト

は

後
者
に
農
し
炎 
u;“

:v
-
::

v

V

k

十

^
從
.へ
'ば
»:
^

々
な
る
動
機
^

6 

#す
.る
ズ
共
忆
フ
諸
般
の
.行
動

は

錯

綜

し

衝

突

し

加

，重

す

る

が

故

^
、

ょ

し

や

ミ

ル

，
の
：行
へ
..る
如

.
第
：ニ
十

.六
卷

' 

(

七
五
：七

^

英

.國
脎

史

學

派

^
於
：け
'る
方
法
論
め
發
達
マ

 

，第

：

五

：

虢六一



谘
一1

十
六
.卷

0
七
3£
八)

：

：.英
國
歷
^
學
派
：に.於
け
>
方
法
論
の
發
珊 

■、

：笫
五
：號 

六
ニ 

i

之
5-
？:「

富
の
.生
產
の
爲
妁
^
す
る
^
類
の
«
同
的
活
動
达
限
定
>

る
^
丨
て
も
.、'
か
. 

>る
.活
»
な
る
も
.の
を
、
 

.況

ん

や

そ

め

法

則

な

る

；も
(7
>
'
:
?:
指

摘

す

る:«
は
：、
頗

る

困

難̂
し
.冗
不
可
能
に
庶
幾
：い
：
。
：
妓

^
於

い

て

か

ミ

ル

は

「

こ 

れ

等
の
現
象
％
 

'何
等
ヵ
他
の
：目

的

の

追

求

^
依
つ
て
變
II
せ
ら
れ
ざ
る
限
*
^

」

ど
の
條
件
を
唆
け
る
0

こ
の
條
/h 

k
依

々て
：、
：：

經
濟
學
は
；假|取
的
料
學
ピ.な
：る
め
：で
あ
る
_

九
 ̂

へ
ば
、
經

濟

學

は

入
«
を

以
て
，、
球
ら 

.富
の
取
得
ビ
消
費
R
沒

頭

す

る

も

の

：ど
.看
做
す
..の
で
あ
る
が
、
人
間
の
生
活
k

は
、
富
の
：取

得

か

主

着

る
0
的
ど 

な
る
部
分
e
然
ら
ざ
る
部
分
ど
が
あ
る
。
，經
濟
學
の
對
象
：た
る
は
正
k
前
者
の
：部

分

が

；あ

る

。
然

も

を

の

場

合

、
經 

濟
學
は
主
た
る
目
的
を
-
恰
も
唯
一
.の
目
的
た
’る
か
の
鄭
く
R
取
.扱
：ふ
。
t

み
意
味
^
於
い
て
、
經
濟
學
は
假
說
的 

和
學
た
ら
'ざ
る
を
#
な
い
。
然
も
そ
の
假
說
た
る
や
、
全
く
事
實
^
寐
碰
を
置
か
ざ
る$

J
7
P

あ
.
6
得
べ
く
，、

又
、 

普
遍
,

に
事
實
にI

致
す
る
事
を
'，
.主
；張
す.る
'こV

J

な
さ
も
の
で
あ
る
。
#

つ
て
經
濟
學
の
結
論
は
.、
幾
何
學
の
結 

論
の
如
く
抽
象
^
於
い
て
§
.
み
眞
た
る
^
過
ぎ
：な
い
の
で
あ
る
8

1
〇
3
。

tf
e
.
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' 
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p. 133 -137 .

而
し
て
這
個
の
溃
繹
の
甚
礎V

J

な
る
も
の
は
.「

入
性」

，で
あ
る
o 

.ホ
ッ
プ
ス
、
17
ジ
ク
、
ヒ
ー

ム、

ス
ミ
ス
を
の 

他
の
英
國
學
者
の
傅
統
は
、
亦
、
' ミ
A
2:
し
て
、
總
.て
の
社
會
現
象
^
以
て
、
外
界
の
諸
事
犄
が
人
間
の
集
團
ド
及 

ぼ
ず
活
動
R
依
つ
て
生
じ
た

る

、

人
性
現
象
な
6
ど
觀
ぜ
し
め
た
。.
換
言
す
れ
ば
、
社
，
科
學
ヾ」

は
*1
:
#
^
於

け

6 

人
^
性
の
料
學
で
あ
る(

1
;を
1
.
1

〕

。
®

し
、
ミ
ル
は
，ス
ミ
ス
の
勿
く 

S

I 

5或
は
又
マ
ル
ナ
ス
の
如
く 

S1:

I
e
AKt
v
J 

以
て
恒
.久
不
變
な
る
も
の
せ
は
觀
次
か
っ
た
。
人
性
形
成
の
過
程
を
究
明
す
ベ
き

：

w
t
h
o
l
c
g
y

の
必

要

P
カ
說
せ
ら

れ
た
。
併
し
そ
の
力
說
は
取
k

ヵ
說
に
止
つ
て
、

i
o

l
o

g
y

は
遂
に
作
ら
れ
る
事
な
く
し
て
終
つ
た
。
從つて乙

の
黠
に
看
取
せ
ら
れ
|

|

£

醫

I

I

字

毒

〜

ミ
£

依
つ
S

S

活
中
S

出
さ
れ
5

人
±
1は
、
晋
な
が
ら
の
自
利
心

^
過
ぎ
な
か
つ
た

,

注 

ニ
 

5
y

s
t§

 

o
f  

L
o

g

o '.  

p
t.  

V
I.

餌 
一
二

：

：
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d
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S

日
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- 
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v 

E
^
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l
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a 

W
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o
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- 

f

? 

n
- 

:

并
し
f

ら

糞

學

I

す

る

愛

性
s

s

、

i

l

 

s. 

s

當
s

然
f

 

s

'
が
t

。
f

引
用
せ 

.る
^\

ト

馨

简

に

於
5

、
ふ

は

日

く

「

余
は
現
在
の
經
濟
學
S

す
I

下
の
I

見
を
知
悉
し
S

る
。
 

佘
は
そ 
'

こ
就
い
て
、
貴
下
が
有
せ
ら
る
、
ょ
6

は
優
れ
た
る
見

: ®

を
^

H

る
：
余
が
を
の
主
撒
^
就
い
て
一 

會
?:
-
1
著
し
g

し
て
I

は
？

f

の
：'(

經
濟
S

)

總
て
；の
具
體
|

|

純

粹

羣

時
^
^

も
の
：で
な
い

」

I

'

l

S。： 
Z
>
K
ミ
^
が

「

經
濟
學
の
具
體
的
結
論
め
へ
一
時
的
性
質

」

：幺
言
ふ

の

は
 

'

「

現
在
の
私

|

1

|

1

讓

^

も
、
I

塗

I

階
I

s

て
、
輝
i

.肚
會
£

い
て
|

:

の
：發
_

公
式
カ
に
於
い
て
.f

 

l

:
 

v

l

o

n

,
 

I
す
.為

併

し

f

タ
U

i

財
產
制
_

本
議

的

社
.會
I

幹
で
I

以
土
ぐ
^

R

,

達
.达
る
事
は
、

-
大

S
,

な
る
進
步
t

一
日
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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七
六
0)

.

英
'雇

史

.#
派
に
於
け
；る
方
法
_
の
；發
達ド 

S

:號

、
、
四

.

.
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.V'..

難

：'

1.

:^.

パ'
.
.
W
1
:

八
四
四.年
四
月
.，

II

百

.'
:
-
'然
.も
#

述
せ
る
認
識
_

木

充

汾

，
は

、

::
.
依

然

た

石

演
 

る
。'
:
‘、
、
：
^

は
〒

^

社
會
斜
蹕
の
_

究
を
1

_

龙
汾
類
^

る
' «

に
隹
.

5

ノ
^

科
學
硏
究
^

は
/

1

_
の
»

會
狀
態
: *

决

；
定

す:0
法
：則
の
研
究
換
言
す
れ
残
^

1
:

定
：の

,;
*

瀹
狀
態
0

下
.に
淤
，け
る
：

一
,

定
0

原
：因
の
作

歷

史

的

碑

究

は

の

中

、
前

者

に

の

み

適

用

甘

ら

：る

べ

念

i

0
で
あ
る
へS
主
：張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
之
こ
依
つ 

て
；み

れ

ば

眼

前

め

社

會

が

：糜

史

^
產

物

：で
：あ.る
事

柢

認

め

ら

れ

、た

妙

れ

^
も
：、
：？
眼

前

め

社

畲

の

；現

象

そ

の

.も
の
が
、
 

歷

史

的

發

脸

：の
.一

過

愛

奄

充

分

此

認

_

哀

本

か

り

た

::
0
.

$
 

~ 

冷

氣

々

ゼ

：力

:;
'
!
®<
座

張

さ

れ

た

。
，
冬

し
:1
:
そ

の

；假

說

性

の

度

合

：に

就

て

の

考

察

が

畨

略

3
れ

た
4 

r

現 

實」

：

7

ど
0
隔
離
は
ヾ

「

妨

碍

原

因

」

べ
な
：る''
'
:
1語

の

中
^
勝
縮
さ
れ
て
了
ウ
た
;:
°
:

こ
'の
隔
離
の
大
い
さ
が
、
例
.へ
ば
物
沿 

學

に

於

け

る

ょ

々

大

な

，る

.事
は
認
め
ら
れ
た
け
れ
ざ
^
そ

れ

ほ「

方
法
ぃ
の
誤
_

^
歸
せ
ら
_れ
る
事
な
く
、
全
く
無 

反
^

^

^

B象
の
%
翁
性
R
歸
せ
し
め
ら
れ
た
。
が
併
し
就
み
に
Z
の

「

妨
碍
原
因」

な
る
語
^
包
括
^
る
べ
き 

諸
事
®
を

想

起

せ

ょ

：、

凡

そ

自

凼

競

#
?:
妨
C

5

I切
の
も
の
が
入
る
の
で
あ
る
0

、

:

同
樣
か
見
解
は
亦
ケ

ア
 

>
,

ズ
：に
於y

て
見
出
3

れ
.
る

0

ケ
ア
シ
ズ
k

從
へ
ば
、
經
濟
學
は
富
の
現
象
：の
共
在
又
：ば
.廳
起
の
：法
則
5:

解
^

す
る
科
學
で
あ

ss.
 F

五)

富
の
現
：
 

象
ど
は
、
結
局
、
胄
の
事
實
で
あ
3

、
生
齡
、
交
換
；、
價
格
等
■.の
.

事

實

、

」

又

は

勢

銀

、
ス
.利

无

地
代
等
の
分

配
過
^

VC
*

い
.

y

、.
富
が
探
る
種
.々

な
形
式
^
過
ぎ
な
い
9
而
;^
;^
そ
の
;^
洲

ど

：は.勿
論
そ
れ
等\の
_
公
に
在
す
る 

&

法

則

で

あ.る
。
換
，言

す

れ

ば

、
諸

現

象

間

に

は

恒

常

木

變

々

因

:*
關

係

が

存し、：：

^

I1
が
經
濟
現
象
の
裡
に
：現 

れ
た
も
の
が
、
§

現
象
ビ
稱
せ
ら
れ
る
デ
さ
れ
ば
經
■

法
則
は
現
實
奶
事
實
を
表
現
す
る
も
の
S

ベ
' 
一
の「

傾 

向」

囊

は

す

S

I

S
も
の
允
I

、-
然
も
逢
物
的
科
學
S

いV

為

：一.で
あ
る
ミ
窃

:'

部
一
五 
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，
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c
a

irn
e

s
lE

h
a

ra
c

te
r  

p
.  

2
6

.  

p
,  

9
7

.
‘七

の

如

，
、
、
：

«

濟
法
則
の
牲
質
ど
物
的
法
則
.
.の
性
質
ミ
を
漫
然
同
ー
視
す
る
事
、
：
夏
^

廣
べ
言
へ
ば
、
經
濟
_

ど 

物
s

_

.

_

 

_學

V

し
v

s

似
的
の
も
の
4

へ：■

は
、，身

ヶ

ァ

ン

ズ

？

_

ぃ
' >
,

古

典

經
 

濟
學
D

痕

分

が

左

膨

で

ぁ

る

。
.
彼
等
は
_

ハ

い

な
0

か
S

識
^

彼
^

6
る
舉
に
4
切
0 :

'

形
而
上
舉
的
要
素
を
瓶
否
し
、；
被
等
の
#

問
を
呼
ぶ
に
、
- :

科
,

_
名
を
叔
ば
す
;6
.0
被
等
の
見
ぎ 

こ
能
へ
€

淸
帅
#

:

5經
f

ば
之
S

す
る1

ど
自
然
科
學
ど
は
、
同

I

の
認
識
基
礎
、
認
識
目
的
及
び
觀
識 

有

す

レ

が

く

の

如

き

は

泡

R
、>

s ,
^
 ̂

を 

の
ま
>
®!
:
會
的
文
他
的
、
殊
に
.經
濟
的
現
象
^
利
用
し
得
る
も
の
で
あ
$
、
且
つ
5
ぅ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
<£
す
る
見 

他

な

ら

なs 

S
一
 

七〕
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ダ
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理

體

系

」

- f
ハ
編
を
以
：，て
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前

五

編

の

一

種
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兩

W

で
あ
る
ビ
云
つ
す

何
故
な
ら
ば
、.
道
徳
的
及
，S

會

的

科

擧S

用
せ
ら
る
べ
：き

硏

究

方

法

は

、
若
し
科

5

般
の
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を
論
じ
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し
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ゐ
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S
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ら
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^
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治
れ
和
事
娘
芬
ネ
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方
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^
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經

濟

學

及

、經

濟

.法

則

の

鏞

到

的

性

質

を

レ

か

.く

の

如

く

離

關

暴

す

る

。̂

ァ
ン
。
ズ

鐘

濟

f

方

法

論

へ

の

豫

裏
f

し

て

、

自

然

硏

究
k

於

け
I

法
S

用

を

攻i

す
る
ハ 

>

'

0
然
#-
洗

の
:;
:
«
史
:̂

侬
机
ば
、
を
の
最
初

^

於
ぃ
で
.著
用
S

る
べ
き
唯
ー
の
方
法
は
歸
納
法
で
ぁ
っ
た
。
之
^
依 

'
っ

て
; ^
*

の
窮
極
源
理
が
發
：見

農

^

衰

:-
«

露
 

幾

多

の

中

間.®
理

の

ダ

な

ら
 

ず
、k

力

の

法

則

の

着

屢

看

れ

，

か
く
の
如
く
、
g

然

科

學

者

の

硏

究

の

論

理

的

性

質

は

.、

.
を

の

科

學

の

發
達
k

つ
れ
て
—

化
し
た
S
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義

の

解

釋

か

ら

ノ
“

ゾ
ン
ズ
は
、「

歸
納
法
|

極

晋

2

 

V」

結
論
す
る
。

結
論
た
ら
ざ
る
原
理w

 

s

ふ
意
味
で
■

■

る

茇

.編

念

が

經

濟

學

靠

る

時

、
.
そ
れ
は
經
濟
學
の
前 

提ま
.：

ふ
意
佛
■

化
す
る
.
”

そ
し
て
：「

舞

學

者

は
_

的
原
i

.

_

 

「

襄

べ

ら

れ

、，
於
り

て
#
納
法
は
經
濟
舉
{C
は
無
用
で
あ
るV

J

の
®
要

な

結

論

に

到
_

し
て
ね
.るo 

.乙
の
結
論

2,
當
否
は
本
.論
文
の
直
接 

關
與
、せ
ざ
る
處
で
あ
る
。
.寧
ろ
必
要
な
る「

窮
極
原
®
の
分
析
で
あ
气
ヶ
ァV

ズ
が
か
、
る
窮
極
別
僵V」

し
て 

擧
ず
る
も
の
は(

ィ)

'人
間
に
於
け
る
|
定
；の
精
神
的
感
情
及
び
ー
定
：の
動

_
如
胜
询
^
^
^

啼

(V
)

政
治
制
度
"(

O

產
業
技
術
の
狀
镳
の
四
つ
で
.あ
；る
。
勿
論
;

前
後
の
文
意
か
ら
み
て
、
之
れ
等
四
つ
は
、
 

跟
(*
:
列
ビ
レ
て
：示
3
れ
た
も
の
で
、
: :
之
も
_

く
し
て
お
^̂ 

炉
: «
は
：則

で

あ

る

0

乙
の
中 

(
O

C

ボ)

如
確
乂
蛋
的
發
逄
の
成
果
焚
る
も
の
で
あ
る
0
從
つ
て
1
れ
ゼ
前
,

す
る
經
濟
學
が
、
歴
史
的
制
約 

を
親
る
*

は
、
ケ
ア
ノ
ズ
R
依
つ
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
箬
で
あ
る
。
.併
し
明
言
す
3
れ
て
居
ら
な
い
。
寧
ろ
ケ
ア
ン 

ズ
の
力
®

ば
經
濟
學
の
演
繹
性
ど
假
說
性
に
存
し
た
S
見
る
べ
き
は
、
通
識
め
.通
ぅ
で
あ
る
0
却
0
て
、
' ミ
ル
の
方 

於

全

體

的R

M
也
的
雰
圍

氟

が«:
に
濃
厚
で
あ
る
。
然
も
遂
に
經
濟
學？

歷
史
性
に
關
す
る
判
然
れ
る
把
握
及
び
敍

,
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.
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パ
ジ
ョ
"
ト
に
關
す
る
敍
述
は
、
之
^n

つ
に
分
つ
て
述
べ
ょ
ぅ
、
を
の
一
は
ス
ミ
ス
、
マ
ル
ナ
ス
、
リ
カ
ア
ド
ォ 

等
^
對
す
る
パ
ジ
ョ
ッ
ト
の
：方
法
論
的
見
^

で
あ
々
、
そ
の
一
一
，

は
.經
濟
學
k

Mす
る

彼
自
身
の
意
見
で
あ
る
o

國
富
論
出
版
宵
年
記
、念
に
際
し
て
、V

ジ
ョ
プ
ト
は
ス
ミ
ス
を
評
し

^

日
く「

ア
.ダ
ム
ス
ミ
ス
は

一

錢
の
金
を
儲
け
た 

■

事
^

な
い
一
介
の
*
子
で

：あ

る

：。

.彼
は
が

’

る

事

に

は

總

，て

不
«

當
在
-
<
で
あ
ぅ
、
殆
A

>
J
信
す
ベ
か
ち
ざ
る
程
放 

必
な
人
で
あ
つ
だ
。
«

て
'彼
は
彼
に
擧
手
の
禮
を
行
へ
る
ー
步
哨
^

對
じ
、
反
身
に
な
つ
て
同
じ
ズ
最
も
嚴
か
に
擧 

.
手
の
例
ぞ
返
し
て
之
を
瘦
驚
也
し
办
た
。
亦
或
公
文
書
に
* '
« ,
:̂

々
に
際
し
、
«

は

實

に

丁

寧

^

、
；
.前

の

署

名

者

の

.
第
一
.

一

十

六

卷C

七
六
三 > 

.英
，國
歴
史
學
派
に
於
け
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方
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第

義

 

六
人

著
名
を
寫
書
し
た
の
で
あ
つ
た
。
若
し
力
I

コ
I
デ

ィ

の

町

民

等

を

し

て

、
如

何

仅

し

て

金

を

餘

け

る

か

?:
世
に
敎 

.
ふ
る
に
«

も
適
し
か.ら
；ざ
る
人
を
選
ば
し
ひ
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
彼
等
ば
ス
'、、
ス
を
選
ん
だ
で
あ
&
ぅ

。
然

る

^

そ 

の
人
の
著
作
は
"
他
.の
如
何
な
る
著
者
の
著
作
ょ
ぅ
も
、金
^
作
ぅ
又
金
の
勞
費
を
防
ぐ
k

至
ら
し
め
た」

^i
H

D

 

己
の「

一

介
の
®
子」
が
著
せ
る「

國
富
論
は
、
：假
說
的
に
單
純
化
S
れ
た
る
節
制
人
を
取
扱
は
ず
し
て
、生
ぎ
且
つ
動
. 

く
现
實
人
を
’取
扱
つ
た
。
を
.の
關
與
す
る
も
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
人
ロ
！

マ
人
で
あ
{
、
中
世
の
諸
國
民
で
^>
-
6、
ス 

コ

ッ
ト
ラ
：
v

ド
人
で
あ
☆

、
ィ

ン

グ

ラ

X

ド
人
で
あ
つ
て
決
し
て
杣
象
的
世
界
に
逸
出
し
な
が
つ
た
广
富
裕
の
自
然
的 

進
步
を
人
«
文
明
の
自
然
的
1

趙
の一 .

部V
J

し
て
考
察
し
、
ス
ミ
ス
は
常
^
を
れ
が
全
體
^
し
て
、
如
卿
^
人
性

 ̂

孩
つ
て
影
響
^
れ
セ
か
を
考
樂
し
た
;-
°
£

!

1

5か
、
る
態
度
は
、
そ
の
書
中
^
現
る
、
多
數
の
事
實
ど
共
^
ス
ミ 

ス
の
观
說
を
じ
て
著
る
し
く
現
實
的
な
る
も
の
ど
见
は
せ
る
に
至
つ
た
。
バ
.ジ
ョ
ッ
ト
の
鏡
利
な
る
眼
光
は
、
乙
の「

現 

實」

の
题
高
の
背
後
に
、：

「

_
象
的
猶
濟
學
べ
の
道
巧
:
:ス
ミ
ス
に
依
つ
：て
拓
加
れ
た
る
事
を
見
出
^
ん
^
し
た
0'
か 

れ
は
.ス
ミ
ス
に
於
け
る「

人
«」

な
る
槪
念
の
货
明
^
依
づ
て
ダ
あ
る
。
_

ス
ミ
ス
は
人
性
を
箪|

な
る
も
の
€
看 

な
か
つ
.た
。「

情
操
論」

^「

國
富
論」

の
所
謂
矛
盾
の
問
題
が
之
を
立
齔
す
る
0;
み
次
ら
ず
、.
.ス
ミ
ス
は「

人
性
の
諸 

項
理」

i

i

s
ど
：い
ふ
言
葉
を
使
用
し
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
.、
か
く

の

如̂-
は
ス
ミ
ス
の
學
問
體
系
全
般
を
考
慮
す 

る
揚
合
^
然
3

の
で
あ
つ
て
、
职
^
|
|濟
_

の
領
域
內
の
み
に
於
い
て
は
、
左
檨
で
な
い
0V

ジ
ョ
"
ト
の
言
ふ
如
く 

「

ス
ミ
ス
の
人
性
卿
念
は
非
常
^
局
限
^
れ
て
，

Q

る
し
を
し
て
こ
、
^
彼
ヒ
抽
象
直
濟
學
ビ
の
關
聯
を
、
パ
ジ
ョ
フ
ト 

は
見
出
す
の
で
あ
る
。「

道
德
情
操
論
は
多
少
異
つ
た
論
攔
七
示
す
が
も
國
富
論
め
於
ズ
は
、
，を
の
全
篇
を
通
1:
て
、：

:

自

:B
の

金

錢

：働

利

益

:1
:

增

- ^
^

ん

ビ

す
る

人

間

願

望

が

、
*

錄

の

示

^ ;
處

^ :
ケ

は

« :
妃

#

_:遍

的

^

寫

烈

.で

^ ;
>

£

の

利
益
の
爲
：め̂
.働
：か
ん
ば
す
る
意
想
が
：ー
層
熾
烈
で
あ
か
廣
汎
で
あ
る
も
の
ミ
し
て
、
取
报
れ
セ
ゐ
る
。
.勿
論
人
類 

の
注
產
赢
察
者
た
る
ス
ミ
ス」

は
、
富

證

以

外

k

幾
多
S

機
が
、
人
間
行
動
の
原
動
力
：S

る
事
塞
め 

た
夂
を
し
て
を
の
結
果
ミ
し
て
、
彼
は
今
日
、
非
經
濟
的
現
象
せ
考
へ
ら
れ
る
も
の
を
ま
で
考
慮
し
た
、；

そ
れ
故
R
. 

彼
は
近
代
の
經
濟
學
者
等
ょ
☆
も
了
解
さ
れ
凝
く
、
そ
し
て
實
踐
的
で
あ
る
様
に
見
え
る
。
併
し
乙
れ
は
彼
の
分
析 

が
不
完
全
な
處
か
ら
生
ず
る
の
2

る

气

璧

S

筆
者
は
バ
ジ
ラ
ト
、の
か
、
る
批
評
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。
實 

k

_
甯
論
中
K
現
れ
る
多
く
の
經
濟
理
論
ば
、
自
利
心
0:
前
提
な
ぐ
ん
ば
理
解
し
得
ら
れ
ざ
る
ビ
共
亿
、
他
の
動
機 

な
く
し
1

充
分
理
解
し
得
ら
れ
る
底
の
も
の
で
あ
3
。
故
に
桃
象
經
濟
學
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.の
.道
が
、
.ヌ
ミ
ス
k
依
つ
て
拓
か
れ 

'
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V

S
サ
ト
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張
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さ
れ
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：

：
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9
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遂
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な
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象
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ジ
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ッ
ト
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^
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デ
グ
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ッ
ド
*
リ
カ
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オ
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あ
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前
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サ
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け
^
ば
あ
£>
;
な
い
。
固
上
6

マ'
.
\サ
メ
向
ら
は
杣
象
經
濟
學
V
J藤

設

し
.又
は
之
に
貢
献
せ
ん
ビ
ザ

ノ

る
.意
I

f

 

S
で
I

 

.
S
V
:

前
述
せ
る
如
，
S

第

.一一

.
十
六
卷
V

C
七
六
5
ノ
英
國
歷
義
派
袅
け
る
方
法
論
s

_
 

• 

0
$

六
プ



.
';
笫
ニ
十
六
卷c

七
六
六)

英
國
歷
史
學
派
に
於
け
る
方
紙
論
の
發
逮
：
 

第
五
：跛
：

七

O

る

：
3
れ
ば
人
口

m

論
の
.取
扱
：；

S

に
# ;
つ
て
；本

、
彼
は
：古

代

社

會

が

ら

文

®
社
會
塗
る
ま
で
.
.の
.多
數
の
樣
實
ど
の 

關

聯

货

S
で
、
之
I

し
て
s

 
o
'
'即
ち
彼
S

V

の 

考
へ
て
ゐ
た
。
彼
は
"全
ぐ
現
實
社
會
S

じ
っ
、
あ
t

 

s

i

な
る
祗
念
は
、
現
賞
社
會
か
ら
引
出
3
れ
#

べ
气
へ
最
も
便
.利
な
抽
象
どj 

_
u;
;
た
の
で
あ
る」

csf
e

l

l

oft
れ
に
せ 

ょ

マ

ル

.サ
ス
力
設
定
.せ
ん
：4

:
る
は
、
：.人

ロ

の

自

然

的

法

則

で

あ
5

そ
の
騰
史
的
法
則
で
よ
な
ぃ
o
自
然
^

&

?

1
編

繹

的

5

成

產

.

2
嘉

納

的

籍

成

名
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っ

て
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益

れ
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彼
.：の_

以
外
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從
っ
て
也
の
昆

解
は
_

s

^

食

：
寧

漏

■

あ

し

露

美
て
の
原
理
の
包
括
的
總
合
ょ
f

、
む
し
ろ
到
達
ず
る
I

類

を

象

^
 

ぞ
れ
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拘
ら
ず
、1

.

1ァ：：

ド
ォ
自
ら
は
：バ
S

.

4

擬
制
的
*
情

に

於

け

る

擬

制

人

性

を

考

察

，

し

..？

、あ
る
時
、
現
實
盼
事
霞
於
げ
■

實
的
人
性
を
考
察
し
っ
、
あ 

る
も
|

考
へ
た
：ど
1

5

こ
.の

解

釋

ぱ

取

純

に

ば

賞

定

も

畓

定

も
^

れ
得
な
い
、
少
く
$

、.
今
日
、
人
が
リ 

I

ド
S

就S

て
考
ふ
る
如
会
程
膜
に
は
、
リ
カ
ア
ド
オ
自
身
は
抽
象
的
S

へ
な
か
っ
た
に
は
違
ひ
な
い
，、
そ

れ
ょ
肯
定
^ '
れ
辱
.る
。
併
し
リ
为
ア
ド
：オ
が
隹
£>
!
現
實
を
取
极
ひ
:<
)

>
あ
る
ネ
の
ビ
考
へ
1:
ゐ
：尺
か
ど
ぅ
か
は
、

し 

か
く
明
®

で
ま
な
い
の
み
な
ら
ず「

現
實
的」

^
.

i

ふ
諝
義
k

依
つ
て
本
®

々
^
言
ひ
得
ら
る
、
で
あ
ら
ぅ
。
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濟
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す
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之
を
適
用
す
る
た
非
常
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れ
て
ゐ
た
o

反
對
に
ソ
ヵ
戈
ド
オ
抹
富
の
哲
學
^
關
す
る
拙
象
的
思
想 

家
中
の
最
要
な
各

.
人
：で
あ
る
ザ
實
に
.々

水
は

.
N
I

の
-
ニ
傾
向
の
融
和
を
企
.圖
し
拕
譯
ヤ
あ
る

0

而
し
て
ご
の
大
事
業
を 

彼
は
實
尺
巧
は
成
就
じ
た
。
抽
象
的
科
學
り
主
游
る
逾
用
は
，

乙

、

^
在
^

て
は
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充
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教
る
事
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搌
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は
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ゐ
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ァ
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雇
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功
績
を
稱
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す
る
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以

上

を

總

括

す

，る.^
バ
ジ
ヨ
ッ
ト
は
所
謂
疋
統
學
派
を
以
て
、
抽
象
的
演
■
的

な

そ

、し
解
し
て
ゐ
る
、
，：
通

常

、
具
豊 

的
歸
納
的
傾
向
が
.大
で
.あ
る
ど
考
べ：

ら
れH

ゐ
；る
.ス
ミ
-ス
，及
びf

ル
：サ
K

k

t

sて
^

へ
そ
の
浪
繹
的
抽
象
的
侧
而 

を
强
調
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
ベ
ジ
ョ
ッ
:
'ト
&
身
は
摩
史
的
發
展
的
思
想
"の
.所
有
者
：で
.あ
；る
。
，彼

の

採

名

べ
&
態
度
は
.、 

率
直
に
そ
め
先
人
等
の
業
&
を
非
雛
す
4
か

、
，
然

ら

ず

ん

ば

、
彼

等

の

學

說

の

裡

K

M
史
性
を
見
ぉ
す
か
で
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
實
に
後
者
を
選
む
だ
の
.，で
.あ
る
。

パ
ジ
ヨ
ッ
ト
に
從
ふ
も
、
經
濟
學
は
杣
象
的
假
說
的
$

で
あ
る
。
日
く「

完
全
な
る
形
式
に
於
け
る
經
濟
學
は
杣 

象
^̂
科
夢
で
あ
る

從
へ
r
f
.ォ
は
.別
ボ
賞
的
&
^.
的
主
.題
-|
:
.取
极
ふ
し
.ハ.聲
5:
0
;
.
.
マ

」

.そ
の
'非
現
«
的
*
題
.の
中
心
を 

爲

ず
も

の
：
は「

經
濟
人U
:で

あ

るっ
經
濟
學
は
現
實
k
於

s

て
菩
人
が
知
.
0て
ゐ
：
る
樣
な、
現
實
人
を
取
扱
は
な
い
o
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。
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鈒
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れ
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行
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寧
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即
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す
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ゆ
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搔
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の
方
法
は
ジH

グ
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ズ
が
指
摘
せ
る
如
くV

洵
裏
際
的
效
果
の
麗
贫
も
の
で
あ
つ
た
。
 

例
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熱

の

本

質

を

知|

め
に
、

べ|

〒
系
列
擧
し
5

例
は
百
倜
嘉
ぇ
て
|
^
^

若
し
之
が
I

I

せ
ん
か
顯
在
表
、
如
表
、
I

表
、
排
除
表
等
S

げ
ら
る
ベ
さ
: *
例
は
無
f

な
ら
ね
ば
な 

ら
ぬ
響一

九
V

結
極
会
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。

コ
f
シ
■

す
るV

ジ
ヨ
ッ
ト
の
批
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：
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：
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藍
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s
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英國

： #

秦

此

方

衡

i

の,

 

第
五
號
ヒ
ン
、

 

棄
^

る事

k

依

ク

て

，

英

；國

經

濟

學

肊

上

に

、
：；
.

- -
時

期
^

纖

毋

る
%

の
で
知
る
し
^

實
で
あ
る
パ
レ
ス
、

.リ
ー
の
言
葉
は
ニ
つ
の
邴
齡
を
_

0
。
：
を
：の
— .
は
齡
來
の
英
國
齡
*
學
を
以
て
、
氣
» ;
生
.哲
み
睁 

定
段
階
に
§

じ

て

の

み

適

用

せ

ら

る
V

#
ヒ
，
即
ち
令
の
歷
史
的
制
約
を
認
識
し
た
事
で
あ
办
、.:

4
/りn

ば
經
濟
學 

の
&
說
性
坩
ち
經
濟
學
は
傾
向
の
學
な
：る
事
の
力
說
で
あ
る

。
，け

れ

ざ

も

旣

R
說
さ
た
る

如
く
第
一
一
の
®

は
決
し
て 

V

ジ

ョ
ッ
卜
特
有
の
«

で

味

な
.い
0
ミ
ー
も
：ヶ

わ

ン

ズ

も

判

然

之

?:
:

認
_

し
て
ゐ
る
。
/ ?
<

實
際
化
當
つ
て
は
、
バ
ジ 

ョ
ッ
ト
の
.言
0'
如
く
、
經
濟
寧
者
自
ら
が
屢
*
之
を
閑
却
せ
.る
凄
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ざ
も
、
方
法
論
ど
し
て
は
、
パ

シ
ョ~

は
ミ
ル
•
ヶ
ァ
ン
ス
等
の
言
を
反
衡
し
た
に
.過
ぎ
な
い
。主
要
な
：る
は
第
ー
の
®

で
あ
る
。
稍
*

#細
C
之
を

論
じ
て
み
ょ
ぅ 

O
. 

V
. 

.

.

.

へ：
：
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: 

_
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.
:
餘
.叫
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ザ
ョ
ッ
ト
に
依
れ
Hr
、

英

國

經

濟

學

は

：、

：

■外
國
R

於
い
て
は
、.：そ
の
：當
然
の
價
値
^

於

lr
'て
評
價
さ
れ
て
ゐ
な 

S

何
故
で
あ
る
か
。
種
々
な
る
.理
_

が
數
へ
得
ら
れ
.る
が
、
を
の
最
も
®

要
な
i

の
は
、.
英
國
經
濟
學
の
特
性
ら 

の
も
の
か
ら
發
す
る
暴
へ
ら
.れ
る
、。
衰

.は
英
國
經
濟
^
^

る
0
特
に
大
な
る
生
產
的
商
業
的
_
會
に
於
け
る
實
藥
の
科
學
た
る
の
i

で
あ
る
：へ
換
言
す
れ
ば「

大
贿
業」

社
# ; 

の
分
析
で
あ
.る
°
そ
れ
は
：か
、
る
商
業
■

能
次
ら
し
む
る
主
要
雲
I

說

し

、
.
_

象

的
科
學
の
流
義
を
以
て
之 

を
孤
立
せ

i

め
且
つ
單
純
化
ず
さ
。
而
し
て
亦
.之
が
論
ず
る
：人
.間
：は
這
個
0
繼

身

行

：し
又
'之
ぉ
可
能
な
ら
し
む 

る
の
人
辑
で
ぁ
る
^
れ
は
’
實
業
^
の
事
項
を
論
じ
て
^
人
間
は
實
業
-の
動
機
に
依
つ
て
の
み
發
動
せ
し
め
ら
れ
る
も

の
赢
說
す
る
。
從

來

の

繁

者

論

も

、
所
謂
經
濟
人
I

實
人
I

ざ
|

ば
充
|

解
し
I

货

フ

^
 ̂

學
の
文
扱
ふ
盖
於
、
'頗
る
屈
限
さ
れ
f

特
殊
の
世
界
方
る
事
を
羅
^

^

^

雄
等
は
^
等
レ
翁
ふ
る 

處
が
？

の
社
會
狀
態
に
S

に
適
用
し
得
る
如
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k
屢
，想
像
し
た
。
然
る
I

:
れ
は
商
業
が
大
い：：
に
發
達
せ
る

f

そ

れ

が

醫

S

け

l

s
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:

5

之
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篇
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f

採
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倉
I
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f
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濟
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礎
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提
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考
3

必
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レ

も
大
商
業
社

#
に
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み

#
在
す

f

の

U
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、
之
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支
配

I
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す
る
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、

l

i

の
み
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は

”
ぎ

し
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業
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事
せ
る

#
故

k
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こ
民
論
す
る
限
丸
實
業
的
動
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蠢
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濟
的
段
S

在
る
：國

民

隹

活

に

適

用

す

I

の
愚
を 

菸
す
も
：の
ゼ
ぁ
る
。
例
へ
ば
T

 

S
如
ぐ
、
奴
I

產

礎

I

.
る
戰
_

观
朿
響
家
の
如
さ
固
定
せ
る
*
 

習
に
衣
^
て
束
縳
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し
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^
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^
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茨
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掘
徠
邋
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け
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洗
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諭
の
發
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：

第
2£
號

七
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へ
次
：爾

V

ジ
：ョ
"
ト
娘

の
み
#

_
す
る
事
を
歷
史
的
に
立
證
せ
.ん
ど
す
"る
。,「

經
濟
硏
究
1
第
ニ
：十
一
一
頁
か
ら
第
七
：十

|
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ま
で
が
、
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常
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れ
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被
必
#
見
^
從

へ

ぱ

勞

働

事|
.め
«
傭

か
^
他
の
_

«
へ
.移

動

し

得

る

爲

：め
^

は
、
，
少
く
 
€
も
；
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满
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^
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を
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又
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。
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條
件 

は
大
询
業
の
養
波
.的
_

に
宜
て
石
國
民
仅
歡
て

<
な
#
れ
ば
滿
3
れ
な
ぃ
。
反
對
に
か
、
る

置

、
例
へ
ば
英 

國
{C
於

い
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史
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ど
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傾

向

を1

强

調

し
2

^

^

ス
.
ミ

ス

し

が

自

ら

雷

ぜ
る
問
題
裏
しH

、

自
然
の
一
先
驗
的
秧
序
^
^

食
際
的
秧
¥
、.、
即
ち
赏
裕
の
實
：際
的
進
步
|

の
原
因
は
何
：で
あ
つ
た
：か

を

硏

究

し

だ

。
へ：彼
は

'2
か

れ

昼

*

ヵ
ら

す
I

齋
I

納
I

參

ず

し

て

、
、英
I

W

S
い

多

^̂

を
f

地
較a

代
：
約
言
す
れ
ば
：
、
'
.
:

彼
は
歸
納
的
硏
究
の

V

 .

 V

.

.

.

 

^

 

•

 

■

:レ
f

ト
の
學
說
史
硏
究
め
自
的
女
最
妃
判
然
ビ
泰
せ
る
ば
、
ぞ
：の「

米
國
經
濟
學
し
な
る
ニ
論
文
で
あ
る
そ
の 

ゝ
說
^

従
べ
ば
、'
ニ
ァ
^

プ
ヵ
.經
濟
.學
は
主
^

1.
^

歐
^
 

併 

第
二
'十

六

卷
S
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七
九〕

：
英
國
歷
史
镇
派
に
於
け
る
方
法
_
.
の
發
達

 

證

號
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三



-

,

笫
~:
允
六
#

-:(

七
八
0)

英_

歷
史
學
派
^

於
げ
s '
方

賺

t

鼓
*

八
四

.レ
、
：ぢ
れ
ぬ
ゼ
拘

f
rず
、
：，^
衣

'
識

濟

學

：忙
犄
爾
炙

1>
:も
_
ず
を 

徵
を
有
ず
.る
o

そ

の

一

：
は

)

ル
サ

X
入

.0-
論
以

^
«カ
^
*
^
^
あ

る

.
。
：
：
，乙

呤
 

未

耕

作

の

：廣

天
.な
：る

沃

土>
.劣
等
地
ょ
み

^
寧
ろ
優
等
地
：へ
の
.耕
作
概
張
發
明

^
^

增
加
の
現
實
的
必
喪
移
民
の
生
活
狀
態
の

.急
速
な
る

i

s
依
り
て
，充
分
說
明
さ
れ
得
る
0
第
ニ
の
特
徴
は
神
學 

:

的
要
素
の

.混
：入
で
あ
务
;°

:是
が
原
因
は
：虫

«
:る
^
メ
ポ

^

.

學

敎

義

の

傅

縦

的

影

響

考
&'
..る
.で
そ
し
て
ァ
メ
：リ
'ヵ
に
^
^

の
セ
.あ
5
'
:
第

萃

の

鳐

镦

ば

英

國

麗

 

國

全

體

の

勞

銀

及

利

潤
5:
:

平

均

化

せし
む
ー
ビ
の

 

假
說
が'ら
办
#

v>
:
演

櫸

推

理

：の
觖
妯
^
あ

今

七

：れ

が— 

ど

變

化

セ

あ

る

ブ

靈

な

ら

ば

產

業

的

技

禪

の

靜

北

敉

狀

籐

に

於

い

て

の

み

ぺ

貨 

_
得
が
か
6

货
お
る
。

「

別
の
；

原

因

は

牧

機

そ
£
:他
.か
ら
生.ず
る
：物
價
の
變
動
及
び
原
*

か
ら
の
離
脫
：そ
れ
で
あ
る

'
,
’ 

第
四
0
特

徼

ぼ

大

學

敎

科

書
k
於
^

て
’、
保
護
：主«1
を
以
ま
、
一
の
科
學
_

論
.ビ
し
で
敎
示
す
る
事
乙
れ
^
あ
、る
。
こ 

れ
：は

ァ

祆

ぁ

ヵ

紀

於

妓
る
政
檢
的
及
物
質
的
狀
鶴
に
基
く
も
：の
，
で
あ
る
。
ゝ
ぢ
：の
主
な
、る
も
の
は
滎
鈒
脔

s

i

M
 

費
の
高̂

事
で
«

^
ぬ
。
ベ
又
殊
私
興
味
滦
&
は
来
國
經
濟
學0
.祖
ど
も
稱
す
。ベ

ま

-
，

 

V

ズ
•
ヶ
y 

! 

の
學
說
の
分
拆
で.あ
る
'。
タ
ィ
ッ
：广
ム
，
チ
ぺ
.ダ)

丨
0
言

藤

を

引

い̂

彼
は
ナ
メ
ブ
ヵ
人
で
あ
-

愛̂
_
者
"で
あ
つ
セ. 

英

國

：の'自
由
貴
易
制
及
，び
英
國
經
濟
學
ベ
：
の
熱
情
的
嫌
惡
は
、

：

そ
の
國
民
的
備
見k
何
程
が
與
つ

「

て
.ぬ「

ダ
？
#
の
父 

は
ァ
ィV

ラ
;:
.
,
'
\
_
.

ド
：の
：愛«
者
^
し
て
そ
の
生
國
.か
&
政
治
的
追
放
£

受

げ

疗

が

そ

の

、息

子

の

生

涯

.-

y
j:

性

格

を

：狐

じ

て

；；、

多

{

の

昔

な

が

ら

の

叙

.潮

：
>」

共

に

存

す

.る

の

が

見

出

3

れ

よ

，？ 
く

述

べ

て

るr

か
，
> る
個
人
的
環
墚
以
外
に
地

|

现
由
を
求
め
て

、
.-
$

ば

ア

糧

5

ぁ
る

。
‘

S
鐵

s

f
同
じ
く
。へ
シV

ダ
グ
：ア

ニ

ア

の

産

物

で

あ

巻

1

9)
\

 

ン..'\
訪

六

0 

L
e

s
'ie

-
ib

id

 

P
,  

1
4
0%
.

這
般
：露

說

史

的

駕

：乃
I

判

，の

義
I

せ」

る思想，杣
ブ
般
へ
の
批
判
.
の裡
にニ
 

判

然
S

取
S

る
f
食

常
S

史

主

義

の

立

場

：ょ
▲

粟

た

：斧
批
_

で

あ

气

從

つ

て

又

、
、
歴
史
主
義
の 

n
s 

C

4
な

ら
^

い
.。

P

ス
J

:

の
解
I

處
|

れ
ば
、
先
驗
的
演
繹
的
抽
象
I

學
钵

理

又

身

篇

法

則

の

'
I

f

み

る

。

そ

の

演

釋

的

；方

法

は

f

か

V
る

經

濟

學

槪

念

某

可

分

S

合

す

る

。 

# >
は

'一
，一I

の

'根

本

的

假

說

S

立

.し

、

,

f
の
：は
.

「

富
め
願
g

■

篇
忌
避
し
で
あ
る

o
特
I

耀
的
役
自
を
演
ず
I

I

前
者
で
あ
る
o

レ
ス
V

I 

IL
&
i

l

i

 は 

I

.學
の
、

:
:
f

、
，
併
じI

島

の

爲

め
I

農

M

u

l

 

s

>

l的

方

法

簇

u

s

學

I

芩

f

 
:

f

 
.

s

^

笑
以

上

，

I

I

•

特
定
S

究

屢

象
l

i

l

^

l

i

w

l

i

f

醫

I

I

I

氣

解

し
i

る
'
。■

.

|

|

卷

.

. (

i

i

v
 
1

1

1

1

け

：|

|

の

ー

發

連

.

.

：
|

:

號

ぐ

,
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笫
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七

八

ニ
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英

獨

歷

史

學

派

に

於

け

る

方

法

諭

の

.發. 達
：： 

^

八
六 

い

..：の

で

.お

る

。

—

六
：一
，

 

■':: 

:
.
:
::

...̂ 

. 
- 
-
V 

N.
MN* 

■
 

. 

..
':

V

洵
，̂

凡
：ゆ
る
_

民
の
.佥
_

濟
：は
永
.い
；
進

化

：
の

.

.
成

 

所

謂

：經

濟

：發

挺

：の

階

羧

ォ

稱

：せ

ら

れ

.る

も

の

は

實

は

： 

社

會

的

進

化

ド

外

な

ら

な

、
い
：。

そ

の

；裡

^

在

つ
.て
：は

、

「

歷

史

：的̂

繼
續
し
て
ゆ
く
も
‘の
も
あ
れ
ぱ
、
'亦
變
化
す
る
も 

の
も
あ
'る
。
經
濟
的
側
®

は
か
.
>
0

11
:
會
的
進
化
.
.の
：|;
特
殊
面
に
:1
¥

な

そ

れ

：は
道
：德
的
知
的
政
治
的
侧
面
ど 

不
可
分
に
結
合
し
^

ゐ
る
。
■
を
れ
等
め
侧
而
は
、
社
會
的
進
化
？
共
^

變
化
し
:-
そ
れ
等
の
：侧
面
.

9
:

變
化
は
社
會
の 

經
濟
的
構
成
、
'
そ
の
.富
'の
：性

質

、.數
量
、
分
：配
の
中
^

現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
從

つ

て

1

國

民

，
の

經

濟

，
を

生

じ

た

る
 

法

則

は

、«

史

ミ

社

會

及.社
#

的

發
M

の
ニ
：
.般

的

法

則

の

：裡

化

、求

あ

ら

尥

欢

.け
：れ

ぱ

な

ら

な
^

6

空
 ̂

.か
く
て
ル 

數

原

：理

〕

ょ

う

の

演#
^

侬

备

方

：法

ぼ

當

然
_

除

？

れ

な.け

れ

：ば

：
な

ち

な

い

：
。
.：.

か

、
：る
：方
法
魏
論
的
批
判
：は
：し

ば

ら

く

別

ビ
1>
セ
.ノ

直

接

端

的̂
演

繹

經

濟

學

(

の
內
容
.に

-*
入
0

^

る
二
三.の
槪
念
を
檢
討
し
ょ
う
:0
'

:
演
释
經
濟
學
漭
の
®

說
R
'從

，
へ
：
ば

、

_

せ
1

父
換
價
値
を
.有
す
.る
1

切
の
も
の
、
*

は
、
'入
i

欲
望
の
■

に
し
，
 

て
、
供
給
が
制
限
^

.れ
交
換
R
:

於

s

i

«
値

あ

る_
1‘，切

の

こ
の
槪
念
：は
ヒ 

う
で

あ
る
か
。
凡
そ
富
化
は
無
數
の
種
類
が

あ
つ
て
、.
そ
の
■及
ぼ
す
^

^
的
效
果
は
各
-
非
常
に
興
つ
て
ゐ
る
。
例
へ 

ば
涵
類

ど
：家
屋

ビ
は
共
.炫
咼
で
あ
る
が
专
の
經
濟
.的
效
果
.は
異
つ
てa

る
。
且
つ
富
の

R
於
.

S. V

非
常
^
變
化
：が
^

名
：凍
の
：で
：あ

务
W
經
濟
史
；の•最
も
.重
■
$
:
;1ー
：：耍_

俅
霄
0
新 

；：

て
：、
之
れI
:

國
民
の
物
質
的
並
び
I

神
的
I

I

赢

S

I

5

V

I

I

 

S

て

贏

つ

I

气

璧
 

_

ゃ

。
：S

之

J

會

及

び

響

馨

化

S

則

の

走

何

等
s

f

 

f

t

一
 

貧

力
あ
る

ミ
い
ふ
批
難
2

る
f

s

眞
實
S

る
。妻
し

足
I

る

療

S

る

读

る

•
.
‘
•
充

分

I

論

據

袅

な

ら

な

い
、
足
ら
S

反
面
S

S

て
、
確
’か
？

|

_

は
、〕

少
く
f

交
換
I

の 

I

t

s

1
:

面
I

破
し
て
I

:
レ
ヌ
？

自
分
の
認
|

る
如
く
歷
史
的
變
遷
の
中
S

可
f

 

I

の

く
不
變
I

 

Vを

が

あ

る

、
辑
個
S

 

へ
も
5

.
ふ
.の
が
：

V
K

J

の
注
文
で
言

寧
ろ
之
を
定
義
の
說
明
比
於
い
七
言
ふ
に
如
か
な
い
。

'

'

■〔

.

-

,
 '

.
.

:'

(

骷
六
ー
1
!

)

 

E

f
 

hs.ĥ:
 

/

.

.

I
槪窗次問題

I

る
ば「

富
の
願
望
^
^
^
^

I

い
：が
'基
等
の
人
々

1

5

^

i

葉
$
.
、
;老

經

濟

社

會

霉
I

考
'
へ
&

、
結

局

雀

べQ
願
^
^

l

i

l

s

狐
I

I

的
I

s

f

■/
.レ
f

 I

f

寿

る

願

S

存
在
I

定

し

泛
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第

二

£

ハ

卷

.笔

，
<
陴)

7

_

國

歷

史

：學

派

^
於

^ .
^

:
溶

五
；！

I  

八
八

_

1̂

.の
：意
見
.

_

依

れ

ば

：
、

：
乙

^

言
葉
は
非
常
^

多
樣
，次
る
欲
a

，
願
望 
> 

威
情
R

對
才
；る1

、の
：：

總

括

的

：
名

稱

.
で

あ
 

:
今

蔽

し

：て
を
托
：等
め
欲
望
や
願
黛
は
各
.
<
^;
の
經
濟
的
影
饗

‘

ば

橄

本

的

吃

變

低

勢

る

せ

共

ち

>

 
又
他
^

®
比

跨

は

：廳

凇

的#'
'
續

衡

ぞ

有

ず

：る
も
：の
で
あ
'る
タ
換
言
す
れ
ば 

:富
5:
;
» :
象
.：？
ず
：る

諸

願

望

ば

(

泛
<
拮
搲
ず
：る

諸

顧

望

ギ

)

备
國
：民0
 

進
ん
ゼ
去
へ
ば
、
個
入
.、：皤

®
、：
 

_
民
、"
性
、へ：».
會
狀
態
を
興
応
す
れ
ば
、
一:
.々
異
：る
も

願
蟹」

の
最
初
の
形
式
で
あ
.る
。
家
畜
の
願
望
は
次
の
社
會
階
段
k
於
け
^
、
そ
の
主
要
形
式
で
あ
る
。：.土
地
へ
の
願 

諸
ば
農
槳
ヒ
共
^
發
生

1>
た
の
で
あ
る
。
之
の「

富
へ
の
願
望」

の1

戀
形W

し
て「

蓄
積
の
愛
後」

が
あ
る
が
、
之
亦
、
 

種
々
な
^
酸
會
狀
態
f
e於

$
セ

、
«
る
種
：々

家
る
具
體
的
形
態
を
操
.
？
^
勞
の
：夺

家
崖
寶
石
等
、
蓄
積
者
自
身
又
ほ
そ
の
家
族
の
現
，在
欲
望
又
は
豫
想
欲
望
代
依
つ
て
決
定
き
れ
た
形
?:
採
る
が
、.
吾 

等
が
住
ん
で
ゐ
各
商
業
的
社
會
で
は
他
0
消

費

者
の
欲
望

〜

需

要

又

ば

審

積

者

自

身

の

願

望

.
*豫
見
：•
諸
關
係
に
依
つ 

v

決

定
^
れ
る
S

穴
s

'衝
機
經
濟
學
が
か
ヽ
a ：
歷
史
的
具
體
性
を
拙
象
し
表
み
事
.：
に

：
：
レ
：

'
ス
.
リ

丨©

レ
ス
ジ
f

の
意
見
は
巧
妙
で
あ
る
が
彼
の
•望
ひ
結
諭
は
謝
立
さ
れ
^

「

«

の
1

U

ビ
は

「

一
般
的
W

M
力
の
顧 

望」

即
ち「

生
活
の
必
实
品
及
®:
宜
品r

般
k

■
す
る
'支
'配
增
加
の
願
望
し
ヤ
あ
る
が

^

レ
^
ド 

を
.の
日
常
の
經
濟
的
行
爲
k
於
い
て
這
個
の
願
鐵
^
支
配
^
れ
’
を

の

結

舉

、

ょ

ぅ

少

な

る

利

得

上

6
も
、：

：

ょ
6
大 

な
る
利
益
を
撰
む
：

W

 

.の
：假

說

の

不

合̂!
又
ば
無
用
：な
る
を
立
證
し
得
な
^

生
活
必
要
需
品
及
艇
宜
品
な
る
も
の
^
關 

す
る
人
の
觀
念
^
多
.大

の

變

化

が

ぁ

る

ど

：ぃ
ふ
事
で
は
：ぺ
問
題

め

耍

»
5:
;
衝「
ぃ
1:
;
'ゐ
'な
：ぃ
^
富 
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又
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支
出
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富
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^

豸
^

及
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影
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支
出
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方
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依
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す
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即
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、
勤
務
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耐
久
性
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貨
物
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向
ふ
'
か
耐
久
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攻
貨
物
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向
ふ
か
^

依
存
t
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凡
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富
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願

望
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費
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る
主
喪
問
題
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又
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^
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度
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；
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な
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得
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ビ

如
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な
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實
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的
彼
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ビ
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生
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し
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で
あ
i

、
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'
又
‘

れ
等
が
前
^

S
:

諸
黯
紅
於S

:

て
如
何
な
る
.社
會
的
進
化
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法
則
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從

ふ

：
か

で

，
あ

る
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續

的.社
#

段

階

に

於.け

：
る

當0
取

蹲

手

段

：
の

如
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は

織

明

；
か
^

社

會

進

化

の

，
秩

序

あ

る
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則
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從

ふ

も
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：
，
で

あ

る
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道

德

的

政

.
治

的

原

因

が

經

濟

的

原

因

^

'
協
力
す
る
處
な
'
ぐ
ん
ば
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奴
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制
度
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、
尙
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日
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英
國
^

も
存
在
し
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で
あ
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獵
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；
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輩
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葉
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を

藉
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て
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濟
的
各
侧
面
等
の
不
可
分
な
る
性
：質
を
：能
く
立
®

す
る
々
個
入
昀
權
利
な
る
も
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。
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濟
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岑
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經

濟
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：一:
_本

假

說
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.て
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ゼ
ジ
ヨ
ッ
ト
§?
ポ

せ
':
3

^
の
ヾ
は:-
\
'乙
.れ
：で

あ

るo 

饼

ム

乍
;:
6
>
這
個
|の
：假
謙
は
：原
始
) &

會

雜

び

技

大

商

業

社

會

：の
兩
著
は

»

し
ず 

何
故
な 

:

ら

ば

前

者

に

於̂
て
：ば

規

則

的

勞

働

も

、

.利

得

の

鼾

算4.
、
：赤

、'
«
人
.間
：の
、交

換

劣

存

在

し

な

い

か

ら

で

あ

々

、
後 

;
者
^
於
^

て
は
：、
：
無

數0
職

業

の

各

々

が

术

斷

：

.の

.注
意
&

必
要
：̂
し
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-交

換

は
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數
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夂
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^

影̂
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す
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條 
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永
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あ
：る
マ
'洵
^
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を
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し
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ョ
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進
步
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l
i
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隞
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格

：
に
：
影

響

ず
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諸
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因

の

：
植
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考

べ
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の

製
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販

賣.
^
依

令
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す
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；
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.；
ヶ：$:

.'
■,杣

象

經

濟

學

：：
の

圭

：
張

ず

る

«

飼

均

等

化0
.說
も
木
滿
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潤
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鸷
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ゐ
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收
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.
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澜
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热
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i
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於

い

て
"
，
レ
メ
ダ1
ば
を
の
所
說

を

要

約
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論
文
^
於

：け
る
表
明.は

不
適

當

：で
は
：あ
:6
が

、
そ

れ

は1
方

妃

於
5
て
,>
抽
象
的
先
驗
的
方
：法
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.當

：の

性

鐵

、：
數
量
：及 

^
分

：配
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れ
^
決

定

ず

る&
則
^
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^
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％
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方
^
於
い
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を
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谷
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今
.日
の
英
國«
會

の

經

濟

狀

態

ば

、
..そ
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政
洽
制
度"
_
族

制

度

、
：、宗
敎

形

式

：、
藤

術

及

科

#

、
»
業
：、.工

業

、
商
業
：の
：狀
態
を
發
展
'せ
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-
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た
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運
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:
:

第
一I

期
は
第
十
六
世
紀
の
初
葉
を
以
て
始
る
。
隆
起
し
來
れ
る
中
央
政
權
！1

新
產
業
勢
力
?:
把
提
レ
、

一
方
に
於 

.い
で
人
民
め
發
風
的
熱
情
を
滿
足
せ
し
む
る
ば
.共
(̂
、
他
方
^
/之
^
軍
資
^
供
ぜ
じ
め
^

^
已
の
^
大
ょ
資
亡
し
ビ 

し
^
。
中

炎

霧

..の
致
ぜ
6;
,こ
.の
贊
際
的
努
カ
及
び
之
：が
根
柢
^
次
ず
.社
；會

的

傾

向

ば

：

、
' ヘア
ー
カ
ン
チ
ソ
ズ
ム

ビ
密 

瘘

な

沴

關

係

^

有

ず

汽
':
-
'
' 

 ̂

 ̂

- 

ミ

/'
:

.

へ

塞
續
ば
殆
ん
ぞ
第
屮
八
.世
紀
代
該
當
す
る
。"
忘

時

斯

ド

於

俗

界

宗

界

ー

ー

ー

つ

*'
於
ら
.全
く
：純
龄
た
る 

組

織
の
傾.向
を
ビ
つ
た
：。
：
乙
.
.の
傾
向
は
先.づ
そ
：の
時
代
め
哲
學
及
ユ
般

.文
學
上
ぼ_
れ
：
、
：
遂

に

所

80
:
:|

ぎ

_跎

ョ 

.の
縣
想
ズ
哼
っ
传
真
近
代
的
迦
動
ミ
共
^
垒

體
的
精
神
は
一
霧
3
セ

、
個
-
<主
義
の
敎
：義
：ば
利
己
的
行
爲
を
獎 

勵

す
a
の

結

果

ど

な0
.た
:0
.而
し
七
經
濟
學
成
立
.の
0
;は
.侵

々

呼

ビ

し

て

近

，
づ
；
さ

0.
、
あ

つ

た

？

乙
れ
-ょ
办
ィ
ン
グ 

ラ
N

R
依
づ
て
記
述
せ
ら
る 

> 經
濟
學
史
を
4
/の
大
耍
^
於
ぃ
て
^

へ
、
紹
介
す
る
事
は
‘
本
論
文
^

^
っ
て
下
-1

當
で
あ

」

る
。
た
ぐ

w
ic
ィ
ン
，：

.ダ
，ラ

ム

が

如

何

な.る

點

に

各

個

.の
思
想
の
.
m
要
性
を
認
め
尺
か
を
指
摘
し
、
以
て
ィ
ゾ 

グ
ラ
ム
^
思
想
傾
向
を
明
に
す
れ
ぼ
充
分
で
あ
る
。

'■
;
.
,先
づ

ィ

.
ビ

グ

ラ

ム

は

デ

，が

：ィ
；ッ
ド
•
：ヒ

ー
：：

ム
(t
依

.
c
v
.
't
:
®-
濟

學

的

羅

索̂

人

性

及

，
一：

：

般

人

類

史

は

於

け

る

最

大

最

深 

の
風
想
ミ
關
係
を
有
す
冬
に
至
れ
る
*
?:
.取
に
し
.、
«
濟
咐
硏
领
の
M

f e
.
^
於
.，、い
ゼ
、.へ
*
も

策

要

な

る

：
ヒ

ー

ム

の
M 

■
的
特
質
は
、
'ビ
丄
1
么
：.が
_
會
晚
政
治
的
生
洁
の
凡
谈
4
重

奈

る

部

分

^

«

濟

的

事

實
 

慣

!?
が
あ
つ
た
«
及
.び
經
濟
师
究
^
«'
:
史
的
檢
神
を
注
入
す
.る
«
向
が
あ
.つ
た
*

る
。

- 

\

ィ

\
.
\
.
ラ
み
^;
.ス

、
、
、
メ

に
.於
，.：v
-t
:
.演
耱
歸
納
の
兩
饋
啩
5:
:
'み

み

ダ

前

者

ぼ

自

然

神

舉
.
&
_ぐ

％

呤 

ミ
ズ 

M
濟
學
の
根
本
.を
4
せ
る
も
の
で
あ
る
.'-
°
後
者
ば

.モ「

シ
ー
7*
.ス
'キ
キ
ー
.
受̂
»-
^
る
所
大
^
じ
#

、；之
^
依

-
^
て

前

者

ょ
 

ゥ
結
艰
す
.べ
§
極
：端
な
.る
.結
|論
ぎ
避
け
搭
た
の
セ
：あ「

る
。
ヾ
然
_
圓
竄
^
箏

化
は
.實
^
.英
國
蕾
派
"の
©
源

^
る
も
の
；で
あ
：る
0
國
竄
論
»
ー1
1猶
は
雄
大
^
る
.藤
^'
.的
精
刺
^
最
本
*
分

に

示

^
れ 

を
る
ご
、

比

於

い

て

ス

疒

芩

會

的

解

因

太

い

起

ま

吝

も

の

迻

說

明

^
拎
’
緦

も

痛

忙

聆̂

て
、
迄
を
以
黑
事
物
自
然
の
順
序
技
背
反
す
る
も 

0;
:
.
_し
^

撕
斥
1>
'
だ
*

は
、
,-
n
巧
、、、：
ス
の
哲
'學
を
海
染
せ
.る
し
絕
對
虫
義̂
影
響
を
示
す
も
の
で
あ
：る
ど
中
張
し
U
。

こ
而
し
て
國
}吊
歐
は
假
夺
傭
外
^
各
著
贫
み
^
ず
る
^
ク
槪
し
^
童

^
形

爾

五

魯̂

^

.

.
ず

る

#

の

戴

+:
;
八

世

鉱

：の
：餘

極

哲

擧

の

.
_物
な

：る.事
を
.忘
る

：；べ.：が
^
 

'

P
最
初
#
ス
“
'■ス

批
評
藝
^:
最

^
有
ガ
5
る
>̂

0;
ば
々
シ
ナ
:̂

で
あ
^

?
所
離
^
：ン
.ザ
^
生
義
ビ
1>
:て
知
ら
る
、
も 

:
.の..ば
、
“
^:
き
1>
如
く「

&
然
的
_
由

1-
の
經
濟
寧
;̂
.々
來
0
.た
妒
の
f

f
か
*0
,他
方
に
於
い
て
、：

ベ
：ン
ザ
ム

.第

-.
十

六

卷

.:〈

八
〇
ー
.

)

英
國
靡
史
學
派
に
於
け
る
方
板
論
の
鋒
達 

笫
艽
號 

' 1

〇
五



第

二

十

六

卷(

八
〇
ニ
>

英
國
勝
史
擧
派
rc
l於
け
る
方
傲
論
の
.發
達
 

，
 

笫
五
：號 

ー
0
'

.主

義

は

.個

人

的

利

魏

の

原

理
及
び
Z
の
利

益
k

M
げ
る
.腺

繹

法5:
.廣

く
社
會
的
微
现
的
學
：：說
に
適
用
し
以
て
岛
然
的 

m
ff
l
主

義

を

盛

な

らし
め
.た
の
' で
あ
る
。彼

^
決
し
て
ミ
ル
の
：言

ふ

如

く

、
，
；深

遠

な

る

思

«>
家

に

は

非

ざ

ゥ

し

も

、
 

r

v
最

も
慧
||
1̂
に

し

セ
36
vl
iy
*
5:
—

^

5(^
'
-5i
tt
.t
:
'fe
^
.
.
。
iつ
.漠

然V 」

は
し
て
ゐ)

た
が
實
驗
的
社
會
學
の
方
的
に 

進

み

つ■

、
あ
0
/2
。
-:
:
观

彼

等

は

科

學

的

修

養

を

缺

け

る

？
、
彼
等
：の
.思

#'
-
法

が

絕

對

的

が.4
レ

ど
^:
0

^

乙
の 

^
驗
的
社
會
學
幺
建
設
す
.る
事
が
出
來
な
か
：：つ
.た
$

ぃ，英
國
經
濟
學
k

於
け
る
歸
納
的
歷
史
的
傾
向
を
代
表
ず
る
.：も
の
.：ど
信
也
&

る
：>
ト

ー

マ
，
：

ス
•ド
.一 

ス 

は
、
歴
史
主
義
者
ィ
ン
グ
ラ
ム

^

依
つ
て
尊
蜇
ザ
ら

.る

、
事
が
：尠
な
が
づ
长
0

何
：故
《
.ら
«

^ ,
:

の
.
.歷
史
的
旰
^
は
總 

て
>

ず

-t
r

u
g

r

ど
看
做
さ
れ
た
が
故
で
あ
る

。

#

W
明
.

m

な
6
J
'ど
斷
定
3

れ「

マ\

ナ
ス
說
は
そ
の
使
用
す
を
熱
語
^
#?
親
な
^;
し

程

忾

：そ
の
主
意
^
於
'い
て
辦
新 

な

ら

ず

主

(

張
さ
れ
た
、
ィ
ソ
丨
の
傅
，ふ
處
に
依
れ
ば
ィ
ン
グ
ラ
ム
の
主
尺
る
興
味
は
®
濟
學
に
非
：ず
し
て
宗
敎
、
 

就
中
、
人
道
主
_

の
宗
敎
で
^

つ

た

ま

；ふ
。：：か 

>
る
傾
向
の
"人
が
1

ナ
ネ
說
を
懌
ば
ざ
る
は
當
然
の
事
で
あ
る 

€
主
；張

す

る

な

ら

ば
、
' そ
は
_

者

め
_
斷
で
.あ
ら
5
か
。：

ィ
リ
1 

%亦
：

「

ィ
.ン
'グ
ラ
A
博
士
：.が
人
.道
主
義
の
宗
欽
こ 

興
味
を
有
せ
：る
はV

此

の

經

濟

學

的

事

業

は

不

幸

な

る

影

響

を

及

：ぼ
：し
た

」

S
說
い
：で.ゐ
る
o'

;

マ
ル
サ 

ス
說
.の
-1

層
苛
酷
な
る
形
式
^
於
け
る
见
想
は
.

「

人
道
主
義
の
.感
化
が
、

」

.生
活
事
情
k
於
：

s

て

も

、
；
I

會
的
事
儈
に 

於
ぃ
て
も
、
等
し
く
調
節
力
た
ク
ビ
.の1:

層
廣
汎
攻
る
參
の
爲
あ
.妃
：餘
去
せ
&

る
^

ミ

課

狄

る

如

さ

ィ

シ

V

フ
ム
を 

の
人
の
傾
向
を
如
21
1?
:
示
せ
る
7
の̂
^
あ
.
.
\
^
^
>
.
.
'
:

註
ル
ニ 

rogrATrurlistory ofpol.wcononxy'In

-frp-dlustioEl p、'iw 

V

「

杣
象
.經
濟

學
の
眞
の
創
設
者」

：デ
グ
ィ
ッ

，
ド

•
リ

カ
ァ
K
オ
が
多
く
の
同

.情
を
.
ィ.

ゾ
：グ
ラ

么

に

期

待

し

得

ざ

る

は

當 

然
で
あ
み
o
:
.

:

リ
カ
ア
ド
ォ
は
：多
少
«
斷
的
な
る
假
說
が
ら
出
發
し
、
：乙
れ
等
ょ
6
演
繹
的
に
推
理
し
而
し
て
そ
の
結 

論
?:
ば

眞
な
办
ど
宣
言
し
令
の
想
定
さ
れ
だ
る
‘條
件
の
部
分
的
非
現
實
性
を
醪
酿
す
る
事
も
、
將
亦
、
を
の

結
果
a： 

經
驗
に
照
#

も
し
な
^

契
約
者
た
る
ニ
人
の
野
蠻
人
を
假
定
^

彼

箏

於

如

何

^

行
動
す
べ
き
や
を
考
察
ず
る
は 

彼
が
得
意
の
論
法
で
あ
る
？
ジ
力
r
ド
ォ
ば
*

濟

學

の

適

嘗

な

る

方

法

を

解

明

し

な

^

恐
ら
く
は
之
匕
組
織
的
に 

檢
し
な
が
；つ
た
で
.あ
ら
ぅ
，
•否
、
を
の
能
力
：

5
;

無
か

つ

た

の
で
ぁ
る
ど
o 
y

力
ア
ド
オ
：の「

雛
濟
學
原
现」

の
中
心
問 

題
は
分
配
の
問
題
で
あ
る
1が
、
11
:
會
の
進
步
せ
共
に
發
生
す
べ
き
這
個
分
配
上
.の
#
動
乙
も
.
'特

に

..彼

が

硏

究

せ

ん
 

ど
公
言
せ
る
も
.の
：セ
.あ
る
事
は
、
注
意
に
價
す
る
f
固
ょ
ら

彼

の

-
見

地
上

は

、

か
：
 

>
る
學
說
5:
供
與
す
る
事
は
；外 

可
能
で
あ
0
た
が
、
然
も
非
®
史
的
な
る
.
1著
者
が
.ャ
か
く
て
經
濟
動
«

办
迦
論
吵
必
要
：を
感
知
せ
る
は
注
意
^
價

す
ハ
る
ビ
:°
■:
:•
,

.

>

1■

.

.

.總
じ
て
古
典
學
派
.の
理
論
ば「

經
濟
人
じ
^>
假
說
，
無
拘
束
的
倚
由
競
*
の
&
說
、：敗
引
兩
.赏
事

者

間

に

.は

契 

平
等
が
布
す
a
ビ
の
假
說 

> 
敏
會
R
は1

定
の
普
遍
的
勞
銀
雄
及
利
潤
*;
る
鞑
の
.あ
A

^
o:
麻
說

ic
.依
6
て
、
少
な 

か
ら
ず
釭
の
愦
値
を
減
殺
3
れ

る

.0
然
も
こ
の
最
後
の
假
說
は
資
本
及
び
：勞
働
の
無
碍
な
る
流
動
ど
、
資
本
家
及
勞 

働
者
於
全
國
產
業
の
與
態
ぞ
前
途
に
就
い
'
:て
充
分
な
る
知
識
を
有
尤
る
事
を
*
曝
ず
る
。)

無

^
圮 

名
な
る
地
^
說

咴

乙

：
れ

：
ょ

办

も

尙

ー

層

抽

#

^
の

も
0
セ

«>
:
る

。

技
術
の
^

^

"

地̂
法
の
改
疋
仑
の
.他
の
*
情
、̂
無
視
し
セ
6
を
。バ
之
れ
_

9
鋳
事 

ド
ォ 

が
馓
示
资
る
壓
啟
ぼ
«
知

3
れ
ず
、
#
び
|$
'

騰
貴
す
る
物
價
に
對
ず
る
消
«
者
，の
を
れ
^
非
ず
し
て
、
却
つ
て
低
落

第

i

l

ハ

翁

(

/V
.

C
3
S)

英

國

歷

史

擧

派

に

於

げ

る

方

法

論

の

發

建

 

第

五

^

ー

0
七



.

•

第
二.
十

六

银

四
：}

英
國
膨
也
學
派
に
於
げ
る
方
法
論
の
發
達 

第

裝

5
.

V

ず

吝
地
代
‘に
.繁

を

册

主

の

ぞ

れ

，で

，
お

；

令
E

::
.
;:
v 'y¥n::,:」

：

さ

街
：;:
^
,
:
.
;
: 
一
 

.

.
：
.'
:
.

4

般
勒
象
k
於
.げ
ん
力 

>、、
ズ

の

學
W

の
*

爾
が
：不
健
全
な
る
爲
め
、；
を)

の
立
^
1の
»

理
的
.性
質
が
#
さ
れ
た
事
は

明
I

る

餐

錄

I

，ミ
ス
，の
研
究
.篤

*

I

I
嚳

e 

oIE
_

_

i

:

£

w

l

f
 

> 

|

殆
ん
.で

非

余

地

が

な

い

、

然

る

屹

茈

铺

學

派

：の
'缺

點

だ

る

:-
;.
:
'
1
ゴ
令
：©

^
念
€
籼

象

锉

：ニ:-
'
>演
緣
法
.の
，過
重
視.三
、
.そ
の
 

猶
對
主
義
はI

I

S

 

Kォ
、の■

，が

獎

勵

を

與

尨

零
|

t

ノ

謹

.

.

: 'ハ ，：：：：.

:ノ

ミ

^
も

亦

ィ

V
V

キ

ム

た

侬

欠

”
私

る

：墓

崖

 

、、、

グ
1

ミ
ス
以
後
^

經
濟
學
■の
藤
果
を
合
成
：せ
.
^
$

'

f

t
ば
、-

#
時

潔

於

げ

夸

龜_
會
辟
學
.の
取
想
に 

照
し
て
、
純
然
な
る
經
濟
現
象
を
示
3
ん
ど
試
み
た
.
0然
も「

彼
は
こ
の
目
的
の
實
現
^
礁
^
失
.

し
た」

「

そ
の
菴 

書
ば
を
の
科
學
的
實
質
£
於
^

セ
は
.殆
ん
ざ
ネ
：
否
：、

7
寸
毫
も
加̂

が
處
靜
を̂

^
 , 

‘.

.

:

'

■:
■ .

ミ

：
ル|

富

題

_

じ

た
.る
廣
_
色

で

哲

學
#
繁

糖

_
塞

多

。

コ

シK
の

影

霞

因

■

の

で
あ

る

。
. 

if
?
f
kミ
ル

は

自.ら
靓

め

た

る

以..上

の

恩
5:
:
=1
シ

ド
^
質

ス

も

で
.
^
ァ̂

若
U
做
:'
'
.一；層

充

分

な

：る

感

：化

^:
愛

け

た
.
 ̂

??
■•す
れ
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;か
、
る
假
說
的
法
制
は
單
に
不
茁
確
た
る 

導

;:
<
灰
過
#
攻
い
が
-:
;
'
:
.
而

も

依

：つ

て

以

て

有

カ

に

し

て

壓

倒

的

な

る

傾

向

：の
：存

在

5:
觀
察
し
、；：栺
示
す
べ
&
見
地
を 

吾
等
杞
與
ふ
る
が
故
に
有
益
で
あ
る
。
歷
史
的
方
法
^
演

繹

的

方

法

％

は

外

集

土

背

馳

す

る

^
.
:
^
は

循

繹

法

の

誤 

用

に
.甚
く
も
，の
で
.あ
.る
。ソ
.之
を
^
ぅ
る
者
か
^
の

假

說

を

，精

密

し̂
の
，；結'論

公

事

實JC
,.徵
し

て
.吟

味

す
.3
を

怠

公

» 

, 

* ,

I.
.
.
-
. 

- 

- 

• 

- 

t 

. 

< 

, 

. 

•
•
• 

- 

- 

- 

' 

•

或
は
絕
對
脚
に
眞
尨
&;
ざ
^
前
提
&

べ
^
賃
銀
甚
金
說
，
の

如

急

^

湛

く

議

論

等

を

行

ふ

が

傲

で

あ

名

::
:0
併
し
之
從 

決
し
.て
.演
繹
法
が
根
本
的
缺
陷
を
有
す
石
を
意
味
す
る
$

の
で
な
い
。
實
に
：：抽
象
經
濟
學
の
立
：場

^
關

ザ

：ろ
最
良
の
-

說

明

は

寧

ョ

「

ッ
i

經

濟

澴 

鐘
.，
：
 

'一ミ
：：'

:

パ
. 

然

る

は

も

拘

ら

ず

、
，
.舊

經

濟

學

は

烈

激

な

る
非
輯
^
深
大
な
石
木
信
の
的
く
な
つ
て
ぬ

る

。，Z
の
原
因
を
何
處
k

I 
~

 

.、
 

.
、，

. 

. 
.Vi
 

'.
••...

 

峰
，

 

*  

e*
 

* 

U
 

•

求
沿
べ
&

で
あ
る
か
。
}
ィ
ン
.ビ
|
ー
は
之
を
個
人
主
義
妃
見
.出
;1
.
た「

細
人
的
自
由
に
對
す
る
信
仰
、産

:*
的
制
限
の
：
 

無
益
^
對
す
る
信
仰
は
舊
經
傭
學
廣
の
心
裡
^
樹
.立

さ

热

威

筹

の

中

心

襻

說

虼

崔

：確

認

令

れ

た

。
併

じ

乍

ら

彼

等

. 

が
蔬
趄
せ
る
雜
烈
な
る
>反
杭
の
主
要
原
掘
は
.疋
^

乙
の
學«
で
：あ

っ

た

。
1-
'
若
し
吾
々
が
經
傭
學
者
^
對

す

る

最

^

爾 

淛

戈

痛

罵

審

難

し
I

原

因

を

塵

的—

究
す
る
：
1

疲

：
常
蕴
口
 

S

個
人
_

す

る
.-
0

而

し
^:
之
は
當
然
で
あ
：る
o
單
^
金
錢
的
利
害
^
依
っ
：
て
の
み
結
合
さ
れ
5
孤
：立
的
個
人
^
し
て
の
人
間
觀 

は
、,；.
.本
®
的
^
經
濟
學
に
遍
在
す
る
人
間
觀
で
あ
る

。

而
し
て
t
の
«
念
は
實
踐
科
學
ミ
し
：孓

の

其

0
%
關
係
を
決 

定

し

た

。
：：：
デ
ォ
W
タ

■■
>
デ
，
力f
ラ

ィ

^

フ/-
■ロ
.

ド
は
自
由
放
任.の
：寧
說
が
國
民
生
活
^

す
冬
國
民
的
顧
軟
の
.隸

扼

、.國
家
'的
分
裂
を3

へ
：
導

、く

も

め

：
で

.あ
る
ぜ
：絕
叫
し
^
。： ■

惟
。
哲
學
及
び
道
學
者
の
.み
な
. 

ら
ず
.、々
政
治
¥

亦
：か

'>
态
非
#
は
廣
加
し
.た
"
：.然
る
、咋

«
? :

:六
卷S 

(

八
0
九
0

:英
阈
歷
史
粵
派
迄
於
け
：る

^
法論ーの
^
 

笫
苯
號■'
.

.

!ニ

三
'
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史_

' i
c

.於
け
る
方
法
論
^
發
達 

第
^
號

ニ
的

者

の

敗

ー

北

ボ

終

つ

矜

。

何

故

、
で
：
あ

：
る

か

0

ト
.ィ

ン

ビ

：
丨

，
は

確

^
オ
る「

を
れ
'は
、新
し
さ
道
德
的
關
係
が
生
：起
丨
得
る 

前
に
>

«

3樣
稿
狀
德
が
破
壊
^
れ
ね
：ば

な

ら

ぬ

事

を
’
猶

等

が

悟

ら

な

か

：
つ
：

^

か
ら
で
.あ
る」

i
。： r

彼
.等
が
^
存 

V

ん
ヒ
し
た
道
1
關
係
.は
勞
#
者
の
依
治
^

^
礎
、つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
:>
■

る
^
そ
の
依
存
•か
破
壊
^
れ
る
ま
で
、
新 

し
さ
生
' ®
は
決
し
；

H

到
達
^
れ
#

な
い
：'の
.
.で
あ
：つ
た-

こ
の
點
に
.於
ヤ
て
は
、
.靡
史
的
硏
究
法
は
.却

つ

.て

舊

派

經

濟

學
者
 

k
 咗
褪
；K

 

る
も
：の

:で
あ
る
：
o 

:
,
ゾ 

と

.

〕

;
'
.
.
:
'
. 

.

,

.

.

： :
1

八

：
四

六

年
^

至

る
^:
で
，は
、
經

濟

界

の

大

問

題

は

制

限

の
撤
廢
ど
交
為
自
由
の
確
立
'で
あ
；つ
た
0
:乙
の
問
題
の 

傲
決

馨

し

裏

繹

法

は

適

切

で

翁

必

需
.で
あ
つ
た
マ
併
し
今
ら
を
の
時
以
後
皇
之
：彼
等
は
殘
存
す
る
困
雛 

^
對
し
：て
_

不

す

べ

鑫

濟

舊

；を

有

し

蒙

つ

た

。

露

經

- *
學
：_

供
：し#
る

全

部

富
^
裔

の

制

^

の

撤

廢

に
* ^
つ
て
ル
教
ぶ
れ
な
如
つ
た
勞
働
沿
題
t
务
觀
:«
法
を
«
游
せ
し
め
た
，.の
.で
あ
.る
。
抽
象
«
濟
學
が
放
槩
せ
.る
諸 

問

題

：
の

解

決

，

發

見

せ

,/
L

w
す
.
4
切
^
!は
、
，
閑
却
は.れ
：だ

る

事

實k

»
し
：て
、
經

濟

學

者
.の
注
意
を
喚
起
し
た
。

:

M 
K
考
/i
k

入
れ
る
へ
&
は
, »
派

經

濟

學

の

法

則

漑

念

で

あ

，る
。
#

等

は

そ

れ

を

碍

引

力

.の
法
則
^
喩
へ
て
、そ 

の
不
變
; «
を
主
張
し
犮
ビ
勞
銀
率
は
人
•

か.左
右
し
得
る
諸
原
因
の
結
果
に
非
ず
し
て
、

一
の
息
法
則
の
結
果
で
あ 

る
5

ぜ
ら
れ
、「

且
つ
し
か
<
勞
働
者
^
向
0

:

6へ
ら
れ
，

賃
銀
»
余
說
_

言
し
た
。
.經
濟
學
は
勞
働
階
級
.で
衝
突
し
：た
。
か
く
て
經
濟
學
は
勞
働
者
階
級
批
依
^
ズ 

:
M史
§
撕
究
法
彦
方
而
の
薪
究
纪
從
着
^

2

る
義
浼
れ
は
經
濟
的
: #
展

の

：
實

因

を

檢

討

し

^
而

し

て

」

定 

g

經

濟

制

赛
■

治
■

渡
■

の
分
配
火
汲
ぼ
す
影
■

奮

す

る

。養
れ
は
又
.⑩

憲

國

暴

け

る

經

濟

發
1 

め
'^
階
を
M

九
す
る
の
み
な
ち
.ず
、之
を
他
の
國
及
_.び
.時
代
^
於
ぃ
て
行
ぱ
.れ
..た
經
濟
的
發
展
の
段
階
ど
比
較
す
る
'。

之
に
侬
办
て
、
普
遍
的
^
適
用
3
る
、
龙

則
:?
:
發
見
せ
^

ど
努
む
る
^

:0
で
あ
る
0
雁
史
的
研
究
法
は
、
亦
、
經
濟 

法
則
ど
敎
訓
の
相
對
性
を
.敎
ふ
る
も
，ゆ
で
：あ

る

。

'
.歴
史
的
硏
究
法
は
經
濟
：

®

を
革
新
し
だ
。
然
も
そ
れ
は
諸
法
則
の

證
す
る
事
次
教
つ
.

あ
つ
れ
^

然
も
'ト
ィ
ン
ビ
ー
は
決
‘
て
總
尤
の
經
濟
法
則
を
相
對
的
な
办
ゼ
主
張
す
る
も 

の
で
な
ぃ
。
收
獲
遞
.

f
則
.の
如
さ
、
木
變
な
'る
法
則
め
若
午
存
在
す
る
事
を
認
容
し
た
0
で
あ
つ
た
へ 

力
く
の
如
^

观
說
は
最
も
公
本
な
'る
意
見
:€
云
ふ
ベ
^
で

あ

ら

ぅ

。

、、、
グ
ナ
ー
卿
の
所
言
、の
.如

く

經

濟

0
論
R
於
.

■

い

：

-

.

r

 

• 
'

 

. 

. 

: 

. .

 
•

 

.
■
”
 

•
.、

.

.へ

.、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

..... 

.

.

.

.

S

て
被
は
沖
間
的
地
位
を
古
めV

.

ゐ
^
:0

^

の
意
味
^
於
.ぃV

、
彼
の
所
說
は
特
色
勘
き
も
!0V

J

言
ひ
得
る
で
あ
ら
. 

ぅ
。
け
れ
ざ
も
ト
ィV

ビ
：1
經
濟
學
^

は
'
1つ
の
特
色
：が

あ

る
: >

そ
れ
は
高
さ
道
德
の
香
6
で
あ
る
。

-
.
.
.
.•

. 

. .

.
-
.
. 

•
-

;'
• 

.

.. 

.

... 

- 

. 

• 
• 

.

.

.

. 

.
‘ 

.I-

, 

一
 
ゾ

.

.

.
•
.
.
.

二

-

.
< 

. 

...

'
彼
は
舊
經
W
舉
の
反
對
者
で
は
あ
る
が
、由
&
鍊
淨
の
否
®
,者
で
は
な
か
つ
た
。
杏
、
之
を
以
'て
破
壊
し
#
ら
れ
な 

s

i
の
ビ
み
る
0

そ
は
た
く
統
制
し
得
ら
れ
る
力
で
あ
る
。
競
爭
z-
il
自
舟
は
被
^
從
へ
.ば
、
.本
來
善
.惡S

づ
れ
で 

も

.̂S
。

そ
は
單
に
.

一

の
.字
段
'ど

し

て

利

用

す

べ

き

力

，
た

る

k

過
ぎ
な
lr
o
然
も
そ
れ
を
統
制
し
制
類
し
た
時
、：
宗 

敎
ど
道
德
ど
の
作
用
が
な
け
れ
ば
決
し
て
最
も
充
實
せ
る
生
活
^
は
到
達
し
な
ぃ
。
宗
敎
ビ
道
德w

は
人
類
の
福
祉 

を

獲

得

す

；
狀
必.要
な
る
條
件
で
あ
る
。
初
期
經
濟
學
者
め
靡
心
す
る
生
產
^
增
加
は
、.
社
會
的
並
び
^
政
治
的
進 

步
の
.

1

手
段
ど
し
て
、
人
間
に
必
要
ヤ
あ
つ
た
。
併
し
舊
派
經
濟
學
は「

分
配」

の
：問
題
^
當
面
し
て
失
敗
し
/2
。
今 

や
富
の
ょ
6
公
•牛
な
る
分
配
が
要
求
3
れ
、
必
要
ビ
^

れ
て
ゐ
_る
。
.乍
然
、
こ
.の
目
的
の
爲
，め
に
は
、
人
生
の
福
音 

が
必
要
で
あ
つ
て
、
而
も
舊
派
*
濟
學
は
毫
も
之
を
有
し
な
か
.つ
た
。
今
や
此
の
如
&
福
潛
が
唱
導
3
れ
な
け
れ
.ば 

な
ら
ぬ

,

°
然

:£
>
ざ
取
.ば
、
_
'そ
.の
仕
事
は
總
て
失
敗
^
歸
す
る
ヤ
あ
ら
ぅ
。
道
徳
：は
實
踐
科
學v

し
：

y

の
經
濟
學
ビ
結
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二
十
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英s
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に
於
け
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方
法
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級
建

 

一
二
、

合
ゼ
ら
れ

.な
け
れ
ば

.な
ら
な

s

'.
o

C

註
八
五

)

y
.:
..

 

.

、
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. 

ノ
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.
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.. 

•
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.
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•

註
八
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T
l

b
e

e
-

 

T
h

e

 

I
n

f

 r
i
a
l

 

R
e

v
o

l
u

t
i

o
n

 

i
n

 

E
n

i
d

.
,

 p
p
.
.

 

1
.
7

 

及び 

R
i

c
a

r
d

o

 

a
n

d

 

O
l

d

 

p

l

£

 

E
c

o
n

o
m

y

 

參 

A

•
V，
等
3

ト
ィ
ン
ビ
l

k
見
出
せ
.る
名
の
は
务
働
階
級
次
對
す
0
熱

烈

窆

：同
情
で
あC

V

た
。
今
や
ソ
I 
ロ
ル
ド
‘ 
ロ

丨
ジ
ャ
？

，

見
出
す
も
の
：は
、
.
.勞
働
篇
S

慘
■

狀
態
S

.
察
ょ
ぅ
S

所
の
，、
舊

經

濟

學

に

對

す

る

廣

徹

で

あ

る

.。
：

:ノ
：：

ド

：

：
:

:

に

 

：.

:

...
 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
 

•

...「

»
濟
學
::
^
.: #
:

る̂
不
信
«
は

勞

働

者̂

栽
0
て

高

ち

か

火

科

ば

れ

贫

之

は

驚

く

ベ

3
事
で
は
な
い
o
努
動
問
®
 

は

環

の

經
■
學

者

に

依

つ

>
-
T

一
腹
立•

不

避

螽

大
i

以y

論
ぜ
&
れ
.た
。
經
濟
學
者
達
ば.1'

切
の
富
が
勞 

#

の
^
鹿
^
^
*
^
.
,

資
本
は
蓄
横
勞
,
：の
：成
;：
*
で
あ
々
、.

ぞ
麻
勞
働
：の
，‘エ
、不
.グ
.ギ
丨
に
砍
つ
：
て
赝
大
し
、

f
大
J

n
 

つ
、
■

奮

敎

〈

た
，。.然
る
後
、
方
向
を
轉
じ
て
’
勞
働
者
が
そ
の
豐
愚
か
^
增
加
言
睐
分
別
、
無
鐡
砲
肪 

制
節
S

證

、：一
湯
ぐ
若
し
雪
者
が
幾
千
人
i

り
I

ら
ば
、
：
最

i

を
暗
示

■

■

名

、美
は
れ
舊
が
遙
名
益
政
篇

i

s

A '

々
が
、安
？

生
：活
嘉
り

S

:

る
。

か
く
0
如
—

_

_

最
の
歷
史
的
源
_

採
$

又
は
树
等
か
の
永
續
的
8

が
貧
_

主
原 

を
.發
_

ん
ど
す
る
如
何
な
る
企
I

裏
濟
學
書
中
S

出
し
慕
は
確
い
。秦
働
者
f

ん

尤

■

サ
る
：

企
圖
は
、
讓

君

、
無

視

證

或

谨

銀

®
金

に

及

ぼ

す

べ

嘉

■

に

關

す

る

馨

戒
り

題
 

目

ど
3
れ
*
が

。
ー.

_
賃

銀

裁

金

な

る

も

の

：が
織
覺
な
の

^

?
''
,
8

-•
.驻
八
丄
ハ

 

H
- 

W
- 

5
0
3

 ̂

a
-

.
疑
a
も
な
ズ
？
或
ば
樂
觀
論
者
ど
な
-

^
或
は
祀
憂
寒
S
な
る
事
は
經
濟
學
者
に
.有

利

で

：あ
る
。
甲
に
は
勞
階
階 

級
の
數
ビ
賃
銀
に
關
..し
そ
詳
論
し
、
乙
：に
は
石
炭
の
消
盡
を
豫
貪
し
、芮
苯
は
^

る
ォ
然
る
^
勞
働
：階
級
の
進
歩
は
極
端
に
不
満
足
で
あ
A
.
、
\
之
に
關
し
.て
論
述
♦
る
人
々H

依
つ
て
非
常
に
誇
張
さ 

れ
.て
ゐ
石
"
然
各
に
石
炭
の
消
盡
や
耕
作
の
限
界
は
風
聲
鶴
_

で
あ
る
。
事
實
、
老
等
の
«

濟
學
者
ば
槪
ね
裕
か
な 

生
活
を
し
て
ゐ
る
人
々
で
あ
み
、；：；；生
活
ゆ
®

め
K
喘
を
つ
へ、
fe
'

る
：入

k々
j
t

倚
*
則
情
レ
が
持
つ
て
.ゐ
な
い
の
だ
。
. 

最
も
惡
い
事
に
は
彼
等
ば
卿
等
_
絡
對
^
眞
な
ヶ
迄
公
貪
.し
つ
、
あ
る
事
に
關
す
ん
社
龠
的
事
實
：に
極
ぐ
無
智
で
あ 

る
。
へ：小
麥
辜
ど
大
麥
畠
の
區
別
の
.出
來
な
^:
«
が(

、
.耕
作
0
限
界
匕
_

々
1>
1
で
^
る
0
べ
^
^

:
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原
因
のI"

は

實

咚

乙

；
s

«
賞
'、

的
#
視
：で
和
る
。
他
の
一
つ
は
定
義
で
自 

分

の

首

を

絞

：め

て

4

る

事

で

あ

：る.。：T

人
が
珙
る
物
.叉
は
.考
ベ
^

變
化
す
る
、"
然
も
^

の
.場
合
：、'
:事
實
k
照

合

せ

ず

し

セ

、
自

己

の

經

驗

や

印

象

に

の

み

賴

る

"
言
葉
を
細
か
く
區
別 

し
た
グ
？
忠
：_
?:
:
櫥

張

し

た$
ず
が
事
ぼ
最
ん
愉
快
な
仕
事
で
あ
る
タ
そ
：れ
，̂
は
智
識
は
要
ら
な
い
。
精

密

で

^

へ 

あ
れ
ば
充
分
で
あ
^

。，&

が

、
へ
何
ょ
レ
も
®
濟
學
者
は
實
際
的
"で
な
け
れ
ば
贫
K

«
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'
:o
v

s

A/v
>
j 

,
.

く.
./'
龍
.八
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.
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w
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.

:V 

:嘗

：つ
へ
て
妒
丨
ジ
':ャ
ず
ズ
ば

^

の
：當
時
檄
威
な

言
葉
：：の
«
戯
め
集
合
^

$
ぎ
苓

”
事

を

爾

っ

：
抵

事

が

^
つ
：
农::
°
^

祖
先

.

§
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會
g

® :
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« '

«

v

そ

«

が

巣

賢
§

w :

究
め
向
は̂

め
.f t

。
へ
，最
初
は
主

ビ

•1:1:

十
六
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齓
氣
史
學#
に
：於.け
务
方
法
論
：の
發
達
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览
國
歷
此
學
&

於
^

る

方

撕

繁

紙

歡

 

第
花
號.

一

1
> 

し
て
は
：生

活

必

篇

品
.の」

價

格

ゆ

形

S

於
^
で
、
“材

料

幺

遍_
じ

抓

め

た。
"
> 併3

画
ち
k

彼

は

を

み

調

査f
擬

膨

し

、 

山
，
世

紀

前

か
6

の

''
•
:英
_
人
の
11
會
事
情
^
知
ら
し
^

4
'̂
>
-切
叹
も
0
^:
'
、
。̂

の
研
究
.中
に
抛
含
也
し
め
た
。
こ 

の
硏
究
k
依
っ
て
彼
が
知
っ
た
■

、「

漂
麗
濟
學
者
_

「

.
然

的

ゼ

_」

墓

じ

て

ゐ

.る̂
^

し
く
人.，爲

的

り

も

の

で

t

、一
 

%
.,
#

等
が
.法
則
^
,呼
ぶ
®
の
も
の
が
餘
々
に
も
屢
々
早
急
輕
卒
且
つ
不
疋
確
な
る
歸
納 

で
&
ゲ
>
:而
し
て
：彼

等

が
明
か
_

定

し

#;
ら
れ
な
い
む
考
：へi

も
の
が
，'
明
か
■

!!
で
あ
る
事
で
あ
つ
た
。「

«
 

濟
學
が
邪
路
に
在
-6
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«
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
.ば
仏
ら
な
い
_^ :
で
あ
.る
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-
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R
於
け
る
歷
史
la
R
到
達
せ
し
め
た
。

ベ「

殆
ん
ざ
總
て
の
應
史
と
寒
ん
^

總
^

の
經
濟
#

_̂

i

st :
;

、
繳
濟
的
事
實
の
宽
集
ど
解
釋w

は
習
慣
的
に
等
闕
視 

^
れ
/2
じ
ヵ
く
の
勿
^
響
^

祖
ぬ
歴
史
を
ら
^
不
精
输
少
く
^
も

不
完
泰
な
ら
L>
め
、.：
經
* ;
學
を
し
て
.單
_
る
頭
腦 

的

努

カ

，
：
恐

ざ

ぐ

は

誤

れ

_る

幻

想

た

を

し

空

^
.
:
在̂
の
.

(
產
^
的
諸
カ
叉
_
| #
'
;要
脚
を
知
ら
ん
.
ど
し
$
.
之
等
の
カ 

を
創
造
し
或
從
變
化
せ
1'
:め
た
.る(

諸
事
：條

幻

菴

爝

せ

获

を
_

#
學

者

は

、
：
；
奇

赌
^
依
る
办
外
味
令
の
推
理
.を
甚
だ
し 

く
誤
る
で
あ
ら
ラ
0
:食
證
办
?&
集
を
藤
視
七
，0
:
;
晚
«
濟
學
は
生
硬
夺
る
：形
锨
上
率
^
な
る
°
厨
ょ
6
總
て
の
歷
：史
學 

は
：歷

史

的

重

袈

事
^:
注
意
幺
向.け

：.し
&
;̂
げ
：0
:̂
も
1>
機

に

有
*

な

-5
'-;
影

響
^
:

及

膨
#

欠
^

否
^

を
'、

發

見
«

4
も

企
^

な
^

令
鳴
尤
，然

.
$
^
頗
賴
る
旗
々
、政

治

的

大

事

件

故

び

社
會
的
大
運
動
の
原
囟
は
經
濟
的
で
あ
つ
/2」

ハ
訪
九
ー
0「

歷
史
の
經
濟
的
解
釋」

は
か
、
る
根
本
的
昆
解
を
歷
史
の
裡 

k
示
3
んW

す
る
企
で
あ
る
。M

の
歴
史
に
於
け
る
經
濟
の
重
要
性
の
認
識
ば
、

一
八
六
九
年
即
ち
ニ
十
二
苹
前
に 

出
版
さ
れ
た
る「

糜
史
的
拾
遺」

の
中
k
、
旣
に
現
れ
て
ゐ
る
。
人
が
自
己
の
生
活
せ
る
時
代
に
就
い
て
、
正
し
き
評 

價
を
爲
し
得
る
事
は
頗
る
稀
有
で
あ
る
が
、.
た
ビ
へ
不
完
全
^
も
せ
ょ
、
か
、
る
詳
價
k
達
し
得
る
唯

I
の
手
段
は 

社
會
を
を
の
經
濟
的
方
面
か
ら
研
究
す
る
事
に
依
つ
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
ど
。
S

丸
s

v f
o

R
歴
史
の
哲
學
S
事
赏 

ビ
を
經
濟
學
に
結
合
し
，
以
て
疵
會
生
活
へ
の
洞
察
を
取
得
せ
ず
ん
ば
、
經
濟
學
を
有
益
に
硏
究
す
る
事
は
不
可
能 

で
あ
る
。
そ
の
下
^
富
が
生
產
せ
ら
る
べ
き
原
因
<£
狀
態
ど
を
論
ず
る
經
濟
學
の
一
部
は
最
高
の
意
味
^
於
い
て
科 

學
的
で
.あ
々
、
而
し
て
事
實
の
說
明
を
離
れ
て
ば
、
打V

J

へ
.
硏

究

し

得

ら

れ

る
S
し
て
も
充
分
で
な
，い

o 

g
九
一)

JE
し
く
解
釋
せ
ら
れ
た
る
經
濟
學
は
、
總
て
の
社
會
狀
態
の
解
釋
で
あ
る
.ど
。
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以
上
^
於
け
る
引
用
句
中
、
註
第
九
十
ニ
<
註
第
九
十
三
^
を
此
較
せ
ょ
、.
經
濟
生
活
ど
歷
史
ど
の
關
聯
を
說
く

事
は
兩
者
等
しS

が
'、
後
者
：̂

於
いV

は
>

_
濟
學
研
究
め
爲
め
ぼ
'
、®

の
有
利
が
主
張
^
れ 

て
な
る
.。"：

然
る
：R
.前
者
に
於
いV

.

は
、
ft
會

生

活

研

究̂
爲
.め
ば
經
鍊
的
事
實
を
苺
本
ど
ず

.べ
|

事
が
.說
か
れ
て
ゐ 

る

..、

~-
:十
ー
ー
；年

(/
)
歲

：月
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-
,
:
ロ
.：1
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.ャ

|
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第
二
十
六
卷
へ
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5
ゝ
英
國
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來
學
派
咗
於.げ
、备
法
論
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蓮
-
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笫
艽
號.

.

r
九
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,
第
二
；十
：六

穴 

：

翁
五
，號

一

き
 

め
^
の

：で
：ぁ

る

。
舊

經

濟

學

は

經

濟

生

洁

を

經

濟

的

敵

機

1'
;
丨
8|
朋

せ

：̂
^

す
他
方
前
の
生)

活
の
澎
«

を
カ
說
す
る
事
^

依
り
て
、社
會
生
痕
中
：に
：於
：け
る
鹿
濟
生
辑
.の
^

令

ゃ

：か1
;ジ
：ャ
ー
：次
は
が
：

^
る
見
®

よ
6
出

發

し

て

、
却

夂

て

輿

&
經

擠

生

涟
泠
社
會
的
意
義
を
高
唱
ず
る
化
至
っ

,
經

濟

史

研

究

序

説

の

-
章

"

:高，

村

.象平

態
へ
進
步
：し
$
來
饴
タ
乙S

裔
い
.發
展
過
趣
に
於
^

て
？ i

經
濟
形
態
ぼ
絕
乞
ず
咏
的
：必
然
性
を
以
て
他
の
經
濟
過 

程
か
ら
生
れ
出
た
の
で
あ
ヶ
.、
從
て
7
0の
多
樣
の
«
物
ぬ
萠
芽
S
か
ら
令
層
の
#:
.
!
i?r
歡
げ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
經
. 

濟
發
展：

は
、
從
來
の
全
過
程
に
於S
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連
：結

せ

る

因

果

隊

係

的
0.
一
の
連
續
.
&
程
で
あ
..p,r又
先
行
せ
る
形
成
物 

ビ
關
聯
し
.て
絕
ぢ
ず
新
し
い
形
體
が
出
現
す
攻
ー
の
生
處
で
あ
る
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汰
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嘗
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ベ
^
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シ
大
龜
藝
授
た
ヶ
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ク
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翰
釔
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發
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目
葉
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自
然
民
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叹
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族
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經
濟
J
;
,
r
題
せ
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^

の
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卷故顔田
德一

.一
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博
士
.ぬ
む
つ
心
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其
は
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»-
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す
る
ょ
6
も
、
む 

し
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俗
誌
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&
然
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族
3
未
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經
濟
狀
態
0
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^
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3
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免
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